
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
下
の
府
県
廃
合
計
画
と
福
岡
世
徳
・
松
江
市
長
の
上
京
活
動

は
じ
め
に

一
八
八
九
年
(
明
治
二
己
四
月
一
日
に
市
制
を
施
行
し
た
松
江
市
は
、
三
級
に
わ
た

辞

る
等
終
挙
に
ょ
り
吏
=
議
員
を
選
出
し
、
五
月
一
 
0
日
に

開
催
さ
れ
た
最
初
の
吏
=
(
議
長
岡
崎
運
兵
衛
、
議
長
代
理
・

、
ψ
゛
,

岡
本
金
太
郎
)
で
福
岡
世
徳
・
岡
崎
運
兵
衛
・
長
尾
義
勝
の

三
名
を
市
長
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
た
(
『
松
江
市
誌
』
松

江
市
一
九
四
一
年
)
。
そ
の
後
、
五
月
二
五
日
、
内
黒

理
大
臣
・
黒
田
清
隆
が
明
治
天
皇
に
上
奏
し
、
二
七
日
、
裁

可
が
得
ら
れ
た
と
と
が
伝
え
ら
れ
た
(
『
官
吏
(
諸
官
)
進
退
』

る

国
立
公
文
書
館
所
蔵
)
。
こ
こ
に
、
福
岡
世
祭
正
式
に
初

年

代
松
江
市
長
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
福
岡
世
徳
は
、

1

(
】
)

【
表
1
】
の
よ
う
に
四
期
に
わ
た
っ
て
市
長
職
を
務
め
た
0

1市

即
ち
、
明
治
期
の
市
制
施
行
後
の
松
江
市
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
全
期
間
と
な
る
二
二
年
余
に
わ
た
っ
て
市
長
職

』

を
務
め
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
二
年
の
間
、
福
岡
世
徳
市

市辻

長
を
助
役
と
し
て
支
え
た
の
は
、
福
岡
世
徳
の
後
任
と
し
て

中

▲
 
L
 
t
 
J

『

松
江
市
長
と
な
る
高
橋
義
比
で
あ
っ
た
。

典出
こ
の
福
岡
世
徳
に
つ
い
て
は
「
福
岡
世
徳
関
係
文
書
」
(
松

ル
市
北
堀
町
・
福
岡
勝
重
氏
所
蔵
)
が
あ
り
、
一
書
は
そ
の
調
査
・
検
討
を
行
い
、
翻
刻

(
2
)

を
進
め
て
き
た
。
こ
の
福
岡
世
徳
関
係
文
書
は
、
福
岡
世
徳
市
長
が
、
そ
の
公
務
に
関

す
る
重
要
事
項
を
そ
の
都
度
記
録
し
て
い
た
文
書
と
し
て
、
初
期
松
江
市
政
の
展
開
過
程

を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
方
都
市
の
市
長
の
活
動
実
態
を
究
明
t
る
史

料
と
し
て
一
局
い
史
欝
価
値
を
も
つ
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
福
岡
世
徳
関
係
文
書
の
中
、

第
一
次
桂
太
郎
内
閣
の
府
器
合
(
廃
止
・
統
合
)
計
画
に
関
連
し
て
、
福
岡
世
徳
市
長

が
行
っ
た
上
京
活
動
の
丁
部
始
終
を
記
し
た
『
明
治
三
十
六
年
九
月
在
京
目
記
』
ほ
か

の
史
を
よ
り
、
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
ず
一
で
は
一
九
0
三
年
に
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
が
行
財
政
整
理
の
一
環
と
し
て
策

定
し
た
府
県
廃
合
計
画
・
「
府
県
廃
置
法
律
安
木
」
の
内
容
を
検
討
し
、
同
法
律
案
で
島
根

県
が
ど
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
て
い
る
か
を
確
季
る
。
次
に
二
で
は
、
こ
の
府
罷
合
計

画
策
定
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
中
で
、
全
国
各
県
で
展
開
し
た
廃
県
反
対
運
動
の
全
体
的

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
現
行
県
域
が
分
割
さ
れ
て
廃
県
と
な
る
和

歌
山
県
、
織
が
拡
張
・
存
続
す
る
岡
山
県
を
例
と
し
て
、
当
該
県
の
地
域
新
聞
の
論
調

を
検
討
t
る
こ
と
に
ょ
り
、
府
晶
合
計
画
に
関
t
る
報
道
と
そ
れ
に
対
す
る
各
県
の
対

応
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
三
で
は
、
松
江
市
で
発
行
さ
れ
た
『
山
陰
新
聞
』
掲
載
の
桂

太
郎
内
閣
の
行
財
政
整
理
政
策
と
府
県
廃
合
計
画
に
関
す
る
論
評
と
関
連
記
事
を
検
討

し
、
そ
の
論
調
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
最
後
に
四
で
『
在

京
日
、
記
』
の
記
丙
容
を
分
析
し
、
福
岡
世
徳
市
長
の
上
京
活
動
の
特
徴
・
目
的
、
地
方

竹
永
三
男

松
江
市
史
編
集
委
員

3

【表1】福岡世徳の松江市長在任期間

推薦年月日

1889年5月10日

1893年5月1日

1899年6月9日

19備年7月1日

裁可年月日

1889年5月27日

1893年6月13日

1899年7月11日

1905年7月14日

退任年月日

1893年4月7日

1899年6月12日

19備年7月10日

1911年7月13日

退任事由

任期満了

任期満了

任

任期満了



【表2】1903年の「府県廃置法律案」1こよる府県区域の変動

旧府県名
0 北海道庁

X

X

新府県名
北海道庁

△

X

青森県

◎

仙台県

△

◎

新府県の人口(人)

秋田県

△

福島県

玉

0

山

宇都宮県

◎神奈川県
X

859,534

千葉県

1,058,235

◎
X

1,114,434

東京府

△

1,422,414

◎

長野県

X

1,27フ,314

新潟県

△

神奈川県

2,101,549

名古屋県

X

1,972,518

△

和歌山県

◎

金沢県

3,756,603

口

X

^

1,262,799

京都府

1,740,350

1,582,908

/1丈

・ーヨミ!早、

3,042,089

山

/Tく

大阪府

口

2,094,741

口

兵庫県

岡

△

松江県

0

1,810,727

△

岡山県

◎鹿児島県

広島県

1,071,664

△

福岡県

0

2,793,780

川

0

長崎県

0

1,814,703

熊本県

〔凡例〕

1道3府43県

鹿児島県

953,688

1,712,423

縄

1,692,390

X

高松県

府県数

△

2,464,680

愛媛県

W

高知県
沖縄県

9

1,439,476

分割されて消滅

出典:「内務大臣提出府県廃置法律案」(『明治川六年公文雑
纂内務省三止巻十三』国立公文書館所蔵)により作成。
注:①蹟守県」表記の中には道庁も含む。
②新府県の人口中、北海道庁・沖縄県は、出典史料に記載
がないため、「明治大正国政総覧』(東洋経済新報社、
1982年復刻版第2届ID の 19船年末の数値によった。
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県域の変化
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7
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「冒1 会Ⅱ↓具

記弓

都
市
市
長
と
政
府
・
中
央
政
界
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
引
用
史
註
常
用
漢
字
に
改
め
句
蕪

を
適
宜
補
っ
た
。

一
九
0
三
年
の
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
に
ょ
る
「
府
県
廃
置
法
律
案
」

の
策
定
と
「
松
江
県
」
設
置
案

一
九
0
三
年
三
月
五
日
、
内
閣
釜
大
臣
桂
太
郎
は
、
内
務
大
臣
が
提
出
し
た
「
府

晶
置
法
律
案
」
を
明
治
天
皇
に
上
奏
し
、
そ
の
裁
可
を
仰
い
で
帝
国
議
会
の
議
に
付
t

§
)

こ
と
を
請
う
た
。
そ
の
内
容
は
、
【
表
2
】
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
っ
て
、
一
ハ
ハ
ハ
年

以
来
続
い
て
き
た
北
海
道
庁
と
三
府
四
三
県
の
枠
組
み
を
、
北
海
道
庁
と
三
府
二
四
県
に

卿

統
合
す
る
と
い
う
大
規
外
改
編
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
瑞
六
で
は
、
表
示
し
た
よ
う
に
、

現
状
の
区
域
の
ま
ま
で
磊
す
る
も
の
は
、
北
海
道
庁
・
沖
縄
県
の
外
に
は
、
長
野
県
・

翻
県
・
愛
媛
県
・
高
賀
・
築
県
の
み
で
あ
り
、
県
域
が
分
割
さ
れ
て
周
辺
県
に
編

入
さ
れ
そ
の
結
果
と
し
て
器
す
る
県
又
印
)
が
一
 
0
県
県
域
が
一
括
し
て
周
辺

県
に
統
合
さ
れ
そ
の
結
果
と
し
て
張
す
る
県
(
△
印
)
が
九
県
に
及
ぶ
。
こ
れ
に
県

域
の
半
分
が
削
減
さ
れ
隣
県
の
半
分
以
上
が
追
加
さ
れ
る
広
島
県
(
Π
印
)
、
他
県
の
一

部
が
契
さ
れ
る
も
の
の
県
域
の
一
部
が
分
割
さ
れ
る
兵
庫
県
・
長
崎
県
合
印
)
を
加

え
る
と
、
一
三
県
が
、
そ
れ
ま
で
一
五
年
親
い
て
き
た
県
域
を
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
中
の
一
九
県
は
、
件
所
在
都
市
か
ら
旧
芹
が
消
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
施
行
期
日
は
、
翌
一
九
0
四
年
四
月
一
日
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
法
集
長
え
ら
れ
た
「
府
器
置
法
瑞
六
理
由
声
は
、
こ
の
よ
う
に
大
規
模

県

火

耳

兵

オ

県

鳥

[
ノ

2

県

県

[
ノ

埼

口

山

0

福

県

X
一
◎
一
X

沖

◎

県良

府反F

太
ポ



な
府
県
区
域
改
編
が
必
要
で
あ
る
理
由
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

交
通
機
関
発
達
ノ
今
日
、
府
県
区
域
ノ
拡
張
ヲ
計
ル
ハ
、
独
リ
行
政
ノ
整
理
統
一
ヲ

計
ル
上
二
於
テ
緊
要
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
治
水
・
道
路
・
港
湾
・
教
育
等
ノ
施
設
二

於
テ
其
ノ
経
営
ノ
完
備
ヲ
謀
リ
、
併
テ
其
ノ
経
費
ノ
節
約
ヲ
期
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
ニ

依
ル
。
則
チ
府
県
ノ
廃
置
処
分
ヲ
行
フ
ハ
、
時
運
ノ
趨
勢
二
照
シ
最
緊
切
ノ
措
置
ナ

ル
ヲ
認
ム
。
是
レ
本
案
ヲ
提
出
ス
ル
所
以
ナ
リ
。

(
『
明
治
川
六
年
公
文
雑
暴
内
務
省
三
止
巻
十
区
国
立
公
文
書
館
所
蔵
)

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
交
通
機
関
(
そ
の
中
心
は
鉄
道
で
あ
る
が
)
の
発
達
が
府
県
区
域
の

拡
張
を
必
然
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
国
士
保
全
の
要
で
あ
る
治
水
事

業
と
各
種
社
会
資
本
の
整
備
、
教
育
施
設
の
完
備
を
は
か
る
と
と
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ

れ
ら
に
要
す
る
経
費
の
籍
を
果
た
す
こ
と
と
い
う
原
則
的
立
場
を
示
し
て
い
た
。

第
一
次
桂
太
郎
内
閣
の
児
玉
源
太
郎
内
務
大
臣
は
、
-
 
0
月
三
日
、

現
在
府
県
ノ
区
域
ハ
旧
時
ノ
編
成
二
係
リ
、
一
父
通
機
関
ノ
発
達
セ
ル
今
日
二
於
テ
、

地
勢
ノ
状
況
二
応
シ
其
廃
合
ヲ
行
フ
ハ
機
宜
二
適
シ
、
行
軟
整
理
上
必
要
ナ
ル
ト
同

時
二
、
府
県
事
業
ノ
経
営
二
於
テ
利
便
大
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
認
ム

と
の
理
由
を
付
し
て
、
こ
の
法
瑞
六
を
議
会
に
提
出
す
る
た
め
鼎
の
決
定
を
求
め
た

(
「
秘
甲
第
一
五
盲
方
府
県
廃
置
二
関
ス
ル
件
」
『
明
治
川
六
年
公
文
雑
纂
内
務
省

三
止
巻
士
二
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
)
。
即
ち
、
桂
内
閣
が
こ
の
「
府
唄
虜
置
輪
案
」

を
策
定
し
た
の
は
、
何
よ
り
「
行
政
整
理
」
・
「
財
政
整
理
」
の
一
環
と
し
て
の
意
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

法
律
案
の
第
十
九
議
会
提
出
が
閣
議
で
内
定
を
得
た
こ
と
を
う
け
て
、
三
月
五
貝

内
黒
理
大
臣
は
各
省
に
対
し
て
、
府
県
の
「
廃
置
二
関
し
、
法
条
提
出
可
相
成
モ
ノ

有
之
候
ハ
＼
至
急
御
調
査
ノ
上
御
提
出
相
成
候
様
」
と
の
照
会
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果

翌
六
日
、
曾
禰
荒
助
大
蔵
大
臣
か
ら
「
農
工
銀
行
法
改
正
案
」
の
提
出
が
内
閣
釜
大
臣

に
籍
さ
れ
内
務
省
に
ょ
る
関
連
法
令
規
則
の
検
討
と
併
せ
て
、
法
律
案
の
帝
国
議
会

〔
1
)

提
出
準
備
が
進
め
ら
れ
た
0

こ
の
「
府
県
廃
置
法
律
安
ボ
」
が
帝
国
議
会
で
成
立
す
る
と
、
【
表
2
】
及
び
N
の
よ

う
な
府
県
区
域
の
大
規
模
な
再
編
の
中
で
、
仙
台
県
・
{
于
都
宮
県
・
名
古
屋
県
・
金
沢
県
・

松
江
県
・
高
松
県
の
六
県
が
、
そ
れ
ま
で
の
旧
芹
所
在
都
市
名
を
も
っ
た
新
た
な
県
と
し

(
5
)

て
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
島
根
県
は
、
鳥
取
県
の

中
の
伯
耆
国
部
分
即
ち
、
東
伯
郡
・
西
伯
郡
・
日
野
郡
の
三
郡
を
合
し
て
松
江
県
と
な
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
人
口
は
九
五
二
、
六
八
八
人
。
ニ
ハ
道
庁
府
県
の
中
で
二
五

番
目
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
『
公
文
雑
纂
』
所
収
文
書
に
は
明
記
が
な
い
も
の
の
そ
の
(
6
)

県
名
か
ら
し
て
当
然
松
江
市
は
、
拡
大
し
た
県
の
旧
芹
所
在
地
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
0

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
準
備
が
整
え
ら
れ
た
「
府
■
置
法
律
案
」
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
結
末
は
、
謡
院
の
「
解
散
ノ
為
、
提
出
二
至
ラ
サ
リ
シ
モ
ノ
」
と
な
っ
て
し
ま
っ

(
7
)
た
。
ご
河
一
 
0
日
に
開
会
さ
れ
た
第
十
九
通
常
議
会
の
冒
頭
、
河
野
広
中
衆
議
院
議

長
が
厘
叩
奪
文
」
を
か
り
て
内
閣
を
厳
し
く
弾
劾
し
た
た
め
、
衆
議
院
が
直
ち
に
解

散
と
な
っ
た
こ
と
に
ょ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
松
江
県
」
の
誕
生
は
幻
と
な
っ
て
消
え
た

の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
.
次
桂
太
郎
内
閣
が
行
財
政
整
理
の
一
環
と
し
て
策
定
し
た
「
府

旧
露
県
律
案
」
は
、
出
雲
・
石
見
・
謡
・
伯
耆
の
四
か
国
か
ら
成
り
、
松
江
を
唄
芹

所
在
地
と
す
る
「
松
江
県
」
の
誕
生
を
予
定
t
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
霜
が
正
確

に
伝
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
行
財
嘉
正
理
の
一
環
と
し
て
桂
太
郎
内
閣
が
府
県
の
廃
合
を
計

画
し
て
い
る
こ
と
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
廃
県
の
語
を
も
つ
索
を

中
心
に
全
国
的
な
動
揺
が
起
と
り
、
廃
県
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
島
根
県

に
お
い
て
、
旧
斧
所
在
地
で
あ
る
松
江
市
の
福
岡
世
徳
市
長
が
、
上
京
し
て
活
発
な
活

動
を
展
開
t
る
の
で
あ
っ
た
。

5



二
廃
県
反
対
運
動
の
全
国
的
展
開

『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
報
道
と
廃
県
反
対
運
動
の
全
国
的
展
開

1第
一
次
桂
太
郎
内
閣
が
府
器
合
計
画
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
が
新
聞
に
明
確
に
報
道

さ
れ
た
の
は
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
美
園
、
八
月
二
日
の
記
事
が
初
見
で
あ
る
。
「
府
県

廃
合
の
議
」
と
題
す
る
こ
の
記
事
は
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
た
(
傍
軽

竹
永
に
ょ
る
)
0

府
県
郡
区
廃
合
の
議
は
久
し
き
以
前
よ
り
裁
判
所
廃
合
の
議
と
共
に
政
府
の
或
る

部
分
に
行
は
れ
、
整
理
論
の
起
る
毎
に
必
ず
提
出
せ
ら
れ
ざ
る
と
と
な
く
、
今
回
も

6

亦
一
問
題
と
し
て
講
究
せ
ら
れ
マ
あ
る
も
の
＼
如
し
。
提
議
者
の
理
由
と
す
る
所

を
聞
く
に
、
現
行
の
府
県
郡
区
配
置
は
通
信
及
び
交
通
の
不
便
な
り
し
二
十
余
年

前
の
制
度
に
係
れ
り
。
其
後
、
郵
便
・
稽
局
の
増
設
は
勿
論
、
鉄
道
も
公
私
を
合

せ
て
四
千
哩
以
上
に
上
り
通
信
上
に
交
通
上
に
大
に
便
利
を
加
へ
た
れ
ば
、
現
制

余
地
少
か
ら
ず
と
云
ふ
に
あ
り
て
、
整
理
・
調
査
の
主
任
大
臣
等
も
、
其
の
道
理
あ

る
主
張
寵
め
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
従
来
の
実
験
に
徴
す
る
と
き
は
、
町
村
の
廃

合
さ
へ
も
其
関
係
人
民
の
間
に
種
々
な
る
故
障
を
生
じ
、
自
治
団
体
に
少
か
ら
ざ
る

紛
議
を
来
し
た
る
例
少
か
ら
ず
、
若
も
府
県
郡
区
の
廃
合
法
案
を
議
会
に
提
出
t
る

と
と
と
な
ら
ば
、
関
係
地
方
の
議
員
挙
つ
て
反
対
運
動
を
な
し
、
容
易
な
ら
ぬ
騒
動

を
醸
す
こ
と
あ
る
可
し
。
当
局
者
に
於
て
、
寧
ろ
労
多
く
し
て
功
少
き
の
憾
あ
る
可

し
と
て
、
未
だ
何
れ
と
も
決
定
せ
ず
と
い
ふ
。

(
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
八
月
二
日
付
。
な
お
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
も
「
東

京
電
報
(
一
日
発
)
」
と
し
て
同
じ
内
容
の
畢
を
掲
載
し
て
い
た
。
)

傍
線
を
施
し
た
「
提
議
者
」
の
府
罷
合
理
由
は
、
煎
早
で
尓
し
た
「
府
旧
露
置
輪
安
木
」

の
如
く
に
小
な
る
行
政
区
域
を
立
つ
る
を
要
せ
ず
、
行
政
庁
の
廃
合
を
行
ひ
得
る
の

の
提
案
理
由
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
記
事
が
政
府
・
内
務
省
関
係
者
に
対
す
る
取
材
に
基

つ
い
て
書
か
れ
た
正
確
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
後
、
後
掲
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
和
歌
山
県
の
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
が
八
月
四

日
、
「
行
整
理
の
内
容
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
(
【
表
5
】
)
、
岡
山
県
の
『
山
陽
新

報
』
も
同
日
、
『
二
六
新
報
』
の
記
事
と
し
て
、
同
じ
「
行
政
整
理
の
内
容
」
と
の
記
事

を
掲
載
し
て
(
【
表
6
】
)
、
そ
れ
ぞ
れ
児
玉
源
太
郎
内
務
大
臣
・
曾
禰
荒
助
大
蔵
大
臣
・

清
浦
奎
吾
司
法
大
臣
に
ょ
っ
て
行
整
理
計
画
の
策
定
が
進
み
そ
の
一
環
と
し
て
府
県

廃
合
が
断
行
さ
れ
る
と
報
じ
、
具
体
的
県
名
も
挙
げ
て
い
た
。

こ
う
し
て
府
罷
合
計
画
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
始
め
る
と
、
廃
藩
置
県
後
の
県
の
統
廃

合
の
実
雁
験
に
照
ら
し
て
廃
県
の
顎
を
も
つ
県
や
新
聞
紙
上
で
廃
県
対
象
と
し
て

報
じ
ら
れ
た
県
か
ら
反
対
運
動
が
始
ま
り
、
全
国
的
展
開
を
見
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
動
き

を
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
ょ
っ
て
整
理
し
た
も
の
が
【
表
3
】
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
確

墾
き
る
よ
う
に
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
が
報
道
し
た
反
対
運
動
は
八
月
三
日
の
佐
賀

県
に
始
ま
り
、
急
速
に
全
国
化
し
て
い
っ
た
。
【
表
3
】
に
挙
げ
た
県
は
、
九
州
で
は
佐

賀
県
、
四
国
で
は
香
川
県
・
徳
島
旧
木
・
愛
媛
県
近
畿
で
は
奈
良
県
・
滋
賀
県
、
中
部
で

は
福
井
県
・
岐
阜
県
、
関
東
で
は
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
一
次
城
県
・
群
馬
県
・
栃
木
県
、
東

北
で
は
山
形
県
・
岩
手
県
の
一
五
県
に
上
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
和
歌
山
県
で
も

反
対
運
動
が
組
織
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
反
対
運
動
は
『
東
京
朝
日

新
聞
』
の
報
道
を
と
え
て
拡
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
先
ず
、
廃
県
反
対
運
動
の
全
国
的
様
相
を
示
す
展
3
】
と
そ
の
元
に
な
る
『
東

京
朝
日
新
聞
』
、
記
事
に
基
づ
い
て
、
廃
県
反
対
運
動
の
論
理
と
運
動
の
組
織
的
特
徴
を
検

討
し
よ
う
。

廃
県
反
対
の
論
理
が
明
確
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
山
形
県
の
場
合
で
あ
る
。

山
形
県
の
廃
県
反
対
運
動
去
る
五
貝
山
形
市
長
の
発
起
に
て
恊
議
会
を
開
き
た



る
結
果
第
一
、
秋
田
県
と
合
併
す
る
と
き
は
、
両
端
の
延
長
百
数
十
里
に
及
び
、

交
通
の
不
便
甚
だ
し
き
こ
と
、
第
二
、
両
県
事
物
の
進
奪
し
'
隔
あ
り
、
諸
般

の
施
諾
行
し
得
ざ
る
こ
と
、
一
弔
三
、
県
税
負
担
の
上
に
不
公
平
を
生
ず
る
こ
と
等

の
理
由
を
以
て
絶
対
的
反
対
を
唱
ふ
る
に
決
し
、
運
動
に
着
手
t
る
筈
な
り

(
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
三
月
九
日
付
)

長
大
・
広
大
な
県
域
を
も
つ
新
県
が
作
ら
れ
て
交
通
上
著
し
い
不
便
を
来
す
こ
と
、
統
合

さ
れ
る
複
数
の
県
は
そ
れ
ぞ
れ
に
経
済
・
社
会
の
発
展
段
階
が
異
な
る
た
め
県
政
施
設

の
公
平
な
展
開
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
税
負
担
額
の
異
な
る
県
が
合
併
す
る
こ
と

で
負
担
の
不
公
平
が
生
ず
る
こ
と
な
ど
、
お
よ
そ
府
県
合
併
か
ら
市
町
村
合
併
ま
で
、
行

政
単
位
の
合
併
が
行
わ
れ
る
際
に
登
場
す
る
反
対
の
論
理
が
、
こ
こ
で
も
提
示
さ
れ
て
い

る
。
合
併
が
、
護
諸
県
の
内
部
か
ら
提
起
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
行
財
整
理
に
ょ
る

経
費
の
節
減
と
い
う
政
府
の
論
理
に
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぱ
、
当
然
の
こ
と
で

あ
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
曾
に
基
づ
い
て
展
開
し
た
反
対
運
動
は
、
こ
れ
を
織
面
か
ら
見
る
と
、

い
く
つ
か
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
各
県
ご
と
に
見
れ
ば
、
廃
県
反
対
運
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
之

各
県
の
昂
所
在
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
佐
賀
県
の
廃
県
反
対
運
動
は
、
佐
賀
市

議
会
関
係
者
が
「
県
民
の
器
を
豊
し
必
死
の
運
動
を
為
す
に
決
」
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
が
(
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
八
月
三
百
)
、
こ
の
こ
と
は
全

国
の
府
琵
合
反
対
運
動
に
共
通
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
和
歌
山
市
で
織
さ
れ
た
旧
露

合
問
題
調
査
委
員
会
委
員
の
選
任
を
委
嘱
さ
れ
た
の
が
、
認
市
長
・
森
吏
本
議
長
・
志

賀
商
業
会
議
所
会
頭
の
三
名
で
あ
り
、
委
員
会
は
吏
=
議
場
で
開
催
さ
れ
た
よ
う
に
(
『
紀

伊
毎
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
三
月
二
二
日
付
)
、
市
当
局
・
市
議
会
・
経
済
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
鴛
的
に
運
動
を
展
開
し
、
こ
れ
に
喧
公
=
議
員
と
県
選
出
代
議
士
が
加
わ
る

と
い
う
の
が
運
動
組
織
の
一
般
的
形
雫
あ
っ
た
。

第
二
に
、
当
初
は
当
該
県
内
、
と
く
に
県
庁
所
在
都
市
で
始
ま
っ
た
廃
県
反
対
運
動

は
、
運
動
の
組
織
化
と
と
も
に
運
動
の
舞
台
を
旧
丙
郡
部
と
東
京
に
拡
げ
て
い
っ
た
。
奈

良
県
の
場
合
、
八
月
二
三
日
に
奈
良
市
の
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
非
廃
県
有
志
者
大
会
に

は
、
県
選
出
の
両
院
議
員
以
下
一
五
0
余
名
が
参
加
し
、
次
の
よ
う
な
決
議
を
挙
げ
て
い

た
令
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
八
月
二
四
日
付
)
。

一
全
県
委
員
を
市
よ
り
五
右
郡
よ
り
三
名
出
す
事

一
両
艇
員
を
以
て
常
任
委
員
と
為
t
事

一
必
要
に
依
り
て
上
京
委
員
を
派
出
t
る
事

一
事
務
所
を
奈
良
実
業
協
会
に
置
く
事

第
三
に
、
各
県
ご
と
の
運
動
の
織
的
展
開
と
そ
の
東
京
進
出
を
経
く
三
月
末
に

な
る
と
廃
県
反
対
運
動
は
全
国
的
に
結
集
し
、
織
化
さ
れ
て
い
く
。
三
月
二
六
貝

東
京
で
廃
県
に
反
対
す
る
各
県
選
出
の
代
議
士
が
連
合
事
務
所
を
鴛
し
(
『
東
京
朝
日

新
聞
』
一
九
0
三
年
三
月
二
六
日
付
)
、
こ
の
廃
県
反
対
連
合
委
員
会
で
各
党
訪
問
委

員
が
【
表
4
】
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
た
。
こ
の
表
か
ら
、
こ
の
政
党
訪
問
運
動
は
、
廃
県

対
象
と
さ
れ
て
い
る
各
県
の
現
・
元
謡
需
員
が
党
派
を
超
え
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
、

彼
ら
が
冑
身
の
所
属
政
党
・
会
派
の
工
作
を
担
当
し
て
い
る
と
と
、
そ
の
中
に
は
樺
所

在
都
市
を
選
挙
区
と
す
る
議
員
が
少
な
く
と
も
八
人
い
る
こ
と
、
佐
賀
市
長
前
大
津
市

長
、
和
歌
山
市
議
会
議
長
な
ど
が
い
る
こ
と
な
ど
を
確
撃
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

こ
の
運
動
は
、
廃
県
対
象
県
の
号
所
在
都
市
を
中
心
と
し
て
、
当
該
県
の
衆
議
院
議
員

が
主
導
し
、
市
政
界
・
僻
界
の
代
表
者
が
参
加
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
後
の
ご
一
月
三
貝
伊
勢
勘
楼
を
会
場
と
し
て
「
府
罷
合
反
対
同
盟
会
」
が
一
八

県
・
三
0
余
名
の
参
加
(
中
、
代
議
士
七
0
余
名
)
で
開
催
さ
れ
、
奈
良
選
出
の
代
議
士
・

木
本
源
吉
甲
正
条
部
)
の
開
会
挨
拶
の
後
、
福
井
選
出
の
代
議
士
・
牧
野
逸
馬
(
立
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及び福岡世徳中公j工市長の活動
福岡世徳中断工市長の活動 『東京朝日新閉打山陰新閉lq山陰Dの報道

(社説)「新内務火臣と地方政」
「府県郡区廃介の議」
「府県廃合論者の気焔」
(社説)「政党と地力政務」
「府県弊察部廃,止説」
「弊部長廃_止説否認」
(社説)「整理事業如何」

(1副爾世徳市長の上京活動)

松1、工川発→米Υ一畔'1_1→新庄q削 C公務千1候D
新庄一珊券山→坪井→津山→岡山(泊X岡上)
岡山一中河河→(車小泊X同上)
午岫祁芋55分斯1高芥(同上) q九京H 記D

kゞ,岡世徳市兵・の・1打考訓父渠・陳帖1舌動

'1,:H.'↑ 111・ト分■i1防発(『公務千帳」)
,川リ i→岡山ーヰ1勺_11→坪チ1・(油X祠上)
汁井→美井一所砕11(泊X洞上)
イN,11-"1ミ・f・ーイt公打二〕(岡上)

C山陰ヲ碓Ⅲの行政整理批半1兆玲浴
1山陰i迎続社説「二政の整理(ー)整理の火綱」
『山11会1「(ニ)文部省全廃の議」
『山陰』「(三)府県廃介の議」[器日に統編(四あ切
「行政幣理粂蛾」(北海道庁廃止ほか)
1'1川女1「(五締并翫廃_止の議」
1山陰1「(六)補助安削減の議」
「山陰」「(・ヒ)地方賀中市約の議」〔卵・9日に村誹肩(八X九)〕
h川女1「(・ト)結論j
(社説)「予算編製と整理事業」
「県廃介に就て」

「收友会の行政整理案」「司怯省と柴皿」
怯制局「染理案の起草」(府リN充介含む)
「府県廃介」

1_Ⅱ
ユニ式

泰斤
闇

迎
励C

ajt

「進ルγ党とルj1勿終艸」(舸リ,リ亮介も岡査)
「ル1リ,リ允介と妓W所班介」
「 1・/L'fル会の屯優",案」(府リ,U充介含む→
「府しf,{及技111所1充介案発表鄭」( 1 ケ j}後と司、)

「昂刊N充介に就て」(皎斥H厶案捉川決意)

打窕介のj付折し
(社説)「府県の廃介」

叫t北廃介の内容」(東北六喋衆院送挙区変化)

内務省辧寸↓具廃合案再訓査」(反文心柳頴書を参老)

8
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山安」
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1岐11
カマ1成
霄川
士奇、1ξ

政府・内務名・政党の動きq公文雑築」ほか)
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地方長竹会議開会

【表3】第一次桂太郎内閣による1903年の府県廃合計画と全国各県の反対運動

打

9

全田各地の府県完介反対運動(()内は『東京朝日新閉H別薪打

打

之乎

イム1tl
香川
仏lt又
福井
福井
滋tl
佐賀
奈良

奈良
受'力爰
霄川

非廃県協議会q朝i8.12)
廃県反対運動委員上京q朝謁.1D
商業会議所が非廃県運動委員逢出q朝那.15)
廃県反対運動有志者上京q朝那.19)
若狭、效賀郡民福井廃県に賛成陳情1足出の筈q朝那.2の
'輪W付への介併反対決定C朝那.2D
屍県反対委貝上京決定。f薪姜所会顕上京へq朝姻.22)
廃県反対運動協議会q朝』8.21)

非廃県イイ志者火会、'1項Π決議(昇刈8'2心
非廃県運動イi'ミ大会開会予定(1朝j8.27)
丸續県(徳'シ霄川・愛媛統介)没1翌運動のため上京(1朝』8,30)

W

打

(1ノ田糊内での尓"N充匙法案提細゛1備)

内扣、「府県廃疏二鬨スル件」開議詰議q公雑)
内務竹文占課長、内以1、ど・記下孔二寳"近込(殉_1二)

25

滋賀廃県反対県民大会、200名参加q朔J9.6)

δH、「内務火臣捉1Ⅱ府県リ蹴酸法11顎●の織可上帝
辻1.罷会付議を上突q公雑D、1心1_1、内制稔理大地、
行竹火臣に関述法井.樂のイi無を照会,6H(大蔵・
i川去・逓イ1D 、7 H (海軍)、171_K外'D 、]8 H
(院ヨDに芥?iより、関述して改正を蓼tる法律契
しと 1Π1答

9

H

ナ1

」1i1支

11」形

」奇玉「ι座辻反対桜説会別催C棚」10.フ)

嬬県反対で達力,ち架会、f,定(1削、江0.8)

{玩1く

政友会竹越、詞査委員沸告C朝i12.2)

進ル÷党火会、政女会火会それぞれ開会C朝n2.■

X,11託
」奇二蓑

宇剤夕宮で,N充介問匙繊,;美会q削」10.12)

院リA反対運動委1-1恊'、f,定C棚』]0.16)
g",、反対運動佑'般会q朝』10.26)

12

山形恊議会で廃喋絶対反対決,N(列山"{Ⅱ.9)

打

n".1.司
千奨

政友会、党誠で座介反対決定と挑迦C朝n2.9)

有'会で畷県反対述動決議(列斑』Ⅱ.13)
廃介反対河W1会、轍文起4,.小 q制ι11.13)

市役所で屍県反対運小川島'美C棚_辻1.}9)
山形市1ミ、商般会議所会町iら内務?iにg部,り丈対陳1,リCW"Ⅱ,2D
廃県反対懇親会開催、N川0/、参加C欄IH.25)
屍以反対運動川"h、千藁統介でもリN了は水j・iを要求d棚iH.25)
Ⅲ仙台溢邦aの県議ご宮ル以果での統介に徒成C朝jH.27)
雁りハ反対名県イ七罷上ら瑜介'b影訂所紲織q朝ヨ1.27)
岐阜廃LI,Uこ"否あるによ 1ン妥加比介併に否辻的d朝ι11'27)
県於会、内夘宛の美謝g,、建'を満場一1餅夬議(「朝1Ⅱ.3の
廃県反対演説会予定C制iH.器)
斥川U充介反対岡親会下葉町協議員染会CWL11,29)

糾千
1_[」形
岩千
;リi」成
岩千
j、互イ>
妾知」
1曹、lb
上1 藍
千築

第19述常議会開会

米赴卜元肝1女
3 j] 1 U に総送挙執行の詔勅(1,期ι12.}3)

膨'典丁東京朝1_H愉捌』i山惨蔀蹴捌j及び『公務手帳」「明治三十九年在京日記」(袷師]世徳関係文井)により仟所戈

千葉
i也.11'
府鼎発介反対協議。岩丁・り,モ会、内相宛反郭上意兒'"決議(1朝』12.2)
府県嵯介反対瑜介会開催、リN誇辻無勺を決定C棚ι]2.3)

断U元介反太外東情のため県会叢員2、1名上京(列硝112.5)
X"W鬼合反対同盟会冬県から107名』二京(!朝n2.フ)
廃県反対同臘会500名渠会。会長は浦和疲'判所判1に(1朝'12.フ)
Ⅲ仙台蒋領も含め、県会は・一效しぐ廃県反対C朝n2.フ)
喨県反対運動委貝、政進ルj派千卜1名状況G欄ι12.8)
府県廃介反対刈器会、新湖通信芥社員を招待、要'C朝n2.9)
府県廃合反対同盟会、運動方針協議。 q朝J12.9)
県議1野聞紀打速介して非廃県演説会q朝n2.10)
廃県反対運動のため大津市から?名上京予定G韓j12.9)
府県廃介、1女判所雁介反文士意兒嘗を県会で可決U朝二2.1の
県廃介反対伺盟会火会、門的貰徹をりじ美(「朝』]2.]D
県会議長、屍県は公益1耻客と内相宛に意兒井提出q朔i]2.]D
廃県反対運動委員、運動力針恊議q朝n2. H)

上京中の廃県反対運動の県議、1'県(テ朝n2.13)
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【表4】廃県反対連合委員会選任の各党訪問委員

防問担当会派 訪問委員氏名

西谷金藏

一王.

政友会

石谷董九郎

,1ヌ
ゼ亡.

小河源一

酒井岩造

出身炉・

柔美とξキ

鳥取県

宮杜孝一

鳥敗県

石メU辨一

衆議院議員経歴①

山仁ル具

平井由太郎

野蛎捌浣議員(現)

倭玄t旦!具

憲政本党

古井由之

衆議院議員(元)

和歌山県

江藤新作

衆議院議員(現)

支号三1左↓甲

箕浦勝人

衆議院議員(蜆)

イ空賀!具

松原九郎

衆議院議員(現)

奈良↓貝

選挙区②

中島1"右八

1岐ffL岬・

'd ,'11 b〔:

余岡X左衛岡

鳥取県

イιlt11具

◇村勤三

鳥取市

衆議院議員(現)

火分県

制j中藤之丞

所属会派③

衆議院議員(現)

山口↓果

'皮1?.県

立憲政友会

・・・ kz. fl' tl

大津市

衆議院議員(蜆)

群矯県

撃都

和歌山而

立夕謹岐友会

?H翠"加歳

衆議院議員(現)

●山ポ

立憲政友会

衆礒院議員(現)

ド村舌ム'衛刈

弓〒良↓li、

立憲政友会

三井恕、藏

衆議院議員(現)

U 凡、

4、づ§1山

11jく、f上ノR

牧野平五郎

立憲政友会

メ」}1tj巽.巷全「而1

弓〒良上具

衆議院議員6C)

y1斗左↓果

J補~8、10~12

桑}京政

{1反j1主 IH

衆,典1玩'灸員(フじ)

i茲t1↓「A

3 ・ 4 ・ 6

和1
矧・北へ

牧望お塾,膓

佐賀市

衆議院議員(現)

群'1局県

フ~12

川越澁

立憲政友会

n

、1"

火分県

衆議院議員(引)

11_11 1,ド

8

立憲政友会

関信之助

11皮」;'上↓〒、

ι伎'§F元,吐11(兀)

富山炉・

↓〒、書安

8・ 9

城重雄

①,「衆議院;躯員経歴」は現城(現)、元職UDの別を示した、
ゼ,「逢挙区」は、市荊辻郡部に分け、郡部は県名を記した。
3,「所属会派」1上、第 1 八扣1帝紅1議会公娚終了11(19嶋午6打 HI)の所屈会派を掲け、元職W)所屈会派およびそれ以降、甜封・九1・1帝W
'ξ会会W1小(祠年]2j]101_1i制境式、12fHIU解散)まての会脈杉耐ル"判に江祀した。
1「主烈幟靡」北、『議会1捌女再午史衆議院,醍ny,鍔、j所Wの1,のの小から 11・き上げたが、1903イ1洲が点での1幟業を示tものとは隈ら
オCし、、

⑤谷川舵蔵第十七1叶市凶議会会川1太の所属
⑥牧里f逸,1,!i 1903{ド12f13 U 、 olh1女女会から無iリ誹'に兇動'
⑦}903半12j、j]H 、無所●1から同ι{鋭究会結成に参加。

殊ι伊1」il_1i折剛1]903午IU] 29日付・12f] 3日イ寸、訓01〔!;引 1上斯垪111903イ1ι12ナ171・H寸
1霞公制座百年史衆諄郡剣浣内会派郭心冴蛎裟院・参議1獅隔刊、1990竿、1議会1"度百午史衆誘院議n名鎬U衆゛都を参議院邪i刊、1990年
鞁薊期冗僚制研究会編・葵郁彦新丁戦前期日本竹僚制の制座・〒延哉・人事」東京火学川版会、1981午により作成

建1政木党

群馬県

衆議院議員佃喩

次上、Nyi、

0

望打小太郎

憲政木党

'高山県

衆議院議員(脱)

福井↓1ι

0

憲政本党

衆議院議員(呪)

県農会長、県美1「銀行取覇饗.山陰物産会社社兵

、白'1b青iL呉

8

憲政本党

11皮甲.「ト」

衆;劉浣議員(場)

茨力支県

県農1銀行頭取、鳥取篭灯什R

フ~10

その他の主要職歴④

同志但楽部

告'}']左断{

衆誠1浣議員(現)

弁護士

宮証成↓lf、

4~9

0

出典

火津●

衆ぽ沖完最員(現)

大津市会議員、火津而助役、大イ■市長

山,1↓↓「、、

1~15

帝倒党

衆'1浣諄'U税)

前橋市

弁護士、和歌山市会議長、県実宗会と

フ~9

帝国党

下関市

衆醗1浣,罷員(現)

9~1,6~8・10補,11綸

0

帝延1党⑤

裕山市

衆議院'議員(現)

佐賀市長

4・6・フ・9

0

巾正倶楽部

水戸市

'1券t

1・13

中、1'イ具楽部

福井市

髪糸、羽二畴女物冬冨、轟須好詣摂h;動叛癌役

8~10

中止イ具楽部

'宮'仙奇↓具

フ・ 8

0

中正但楽部

りく」成↓具

宮上ぜδ共校k、貞京r1会11呉、之{知さ1開社長、i1イi次官

}・5・フ・9

0

立憲政友会⑥

?之'1崎上雫

皮文.jJf!典立銀行'大垣貯菁銀行取ニキ役

フ・ 8

0

政友倶沖鮮那

ル11'きリ1.

膿業、上野新剛発刑

8 ・ 9

0

政友倶楽部

県会眺↓と、富1」上心幻'社長

8・]0

0

無所属⑦

県会諄ごミ、県皮11."緬取箔役

熈i折駈⑦

水=新剖山せjミ

フ~9

0

岬d黙医予校長、郡長

1・2・小S・10

0

弁護11t、滋t",L二>'矼、

2~Ⅱ

0

上毛物牽・第三轡立銀行靴二仟欄喫水力'知峨:1"

8・ 9

0

、ト隠市会工兵、虐島窒汀・直方雀灯1嫉

フ~9・12~15

則籬1、十二誤行取牝役.寄山実叉孫那1」刊

1部大ti皎助歌按、当川鉄道取芥契、肺舗1玩什長

0

弁護・1

0

喋会二Jく、彫徐筆雛畔附長、、北」'"締坂

0

水ji市会議員、介護11

心,鎚Y1校長

大・1弁に,,"ゞ"〔、英文j携仁社11長

規
約

10

8

憲
政
友
会
か
ら
、
こ
の
日
無
所
属
に
異
動
)
を
会
長
と
し
て
次
の
決

議
を
挙
げ
、
規
約
を
決
定
し
た
。

決
議

政
府
が
第
十
九
議
会
に
提
出
せ
ん
と
す
る
府
県
廃
合
法
案
は

行
政
財
整
理
の
趣
旨
に
反
し
、
且
地
方
自
治
の
基
礎
を
破
壊

す
る
も
の
点
む
。
依
て
吾
人
同
志
は
本
案
に
対
し
絶
対
に
反

対
t

7-3

(
一
)
廃
県
反
対
の
聯
合
事
務
所
の
事
務
を
統
一
し
、
運
動
を

敏
活
な
ら
し
む
る
為
、
聯
合
各
府
県
よ
り
二
名
宛
、
都

合
川
八
名
の
委
員
を
設
く
る
事

全
)
会
計
監
督
三
名
を
設
く
る
事

(
一
己
決
議
安
六
・
意
見
書
の
起
草
及
大
会
・
懇
親
会
開
催
の
件

は
、
凡
て
委
員
に
一
任
す
る
事

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
反
対
運
動
の
全
国
的
展
開
の
中
で
、
府
県

廃
合
に
賛
成
し
、
こ
れ
を
歓
迎
す
る
動
き
も
少
数
な
が
ら
起
こ
っ
て

い
た
。
四
国
の
徳
島
・
香
川
・
愛
媛
三
県
を
廃
合
す
る
と
い
う
情
報

溌
れ
る
と
、
八
月
二
九
日
、
「
丸
亀
県
」
の
設
置
を
求
め
る
運
動

の
た
め
に
上
京
す
る
と
い
う
動
き
が
香
川
県
か
ら
現
れ
た
(
『
東
京

朝
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
八
月
三
0
日
付
)
。
こ
の
丸
亀
於
置
運

動
に
つ
い
て
は
、
大
浦
兼
武
も
承
知
し
て
お
り
、
徐
す
る
よ
う
に
、

面
会
し
た
福
岡
世
徳
市
長
に
話
し
て
い
る
(
器
ペ
ー
ジ
、
【
史
料
7
】

参
照
)
。
リ
暇
の
条
統
合
さ
れ
て
県
域
が
拡
大
す
る
と
、
こ
れ
も

後
述
t
る
元
田
六
お
盲
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
(
器
ペ
ー
ジ
、
【
史
料
8
】

小
似



参
照
)
、
県
庁
が
そ
の
中
間
地
占
貌
叺
置
さ
れ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
こ
れ
に
賛
成
t
る

動
き
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
と
と
は
、
北
関
東
で
も
見
ら
れ
た
。
群
馬
県
と
栃

木
県
の
廃
合
情
報
を
承
け
く
両
県
は
い
ず
れ
も
自
旧
木
交
口
併
の
主
体
と
な
っ
て
相
手
方

を
併
合
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
む
一
方
、
広
大
な
最
の
中
央
に
位
置
す
る
と
し
て
、
足
利

町
が
県
庁
所
在
都
市
に
な
る
べ
く
名
乗
り
を
上
げ
る
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
(
『
東
京
朝

日
新
聞
』
一
九
0
三
年
一
 
0
月
ご
二
日
付
)
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
旧
斧
の
位
置
を
め
ぐ
つ
て
地
域
利
害
が
ぶ
つ
か
り
合
う
動
き
の
外

に
、
旧
藩
領
旧
国
で
廃
県
反
対
運
動
を
展
開
し
、
あ
る
い
は
逆
に
、
廃
合
反
対
曹
抗

し
て
廃
合
に
賛
成
t
る
と
い
う
錯
綜
し
た
動
き
も
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
後
掲
【
表
5
】

で
示
し
た
よ
う
に
、
和
歌
山
県
の
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
旧
紀

州
藩
領
の
一
体
性
を
保
持
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
和
歌
山
県
の
分
割
・
廃
県
に
反
対
し

て
い
た
。我
和
歌
山
県
の
如
き
は
、
無
顎
立
す
る
の
み
な
ら
ず
、
地
形
上
よ
り
す
る
も
、
三

重
県
の
一
部
即
ち
旧
紀
藩
の
領
分
た
り
し
南
北
蛋
郡
を
始
め
奈
良
県
の
一
部
宇

知
白
・
吉
野
二
郡
等
は
我
県
に
編
入
し
、
以
て
彼
の
紀
の
川
・
新
宮
川
の
水
利
を
応
用

し
て
商
工
業
の
発
達
に
利
す
る
に
お
い
て
も
当
然
の
こ
と
な
る
は
、
敢
て
識
者
を
待

て
語
る
ま
で
も
な
き
見
易
き
説
な
る
に
、
政
府
当
局
は
何
を
苦
し
む
で
本
県
を
割
て

一
部
を
三
重
県
に
、
一
部
を
大
阪
府
に
合
せ
ん
と
の
挙
あ
る
が
如
し
、
無
謀
も
亦
た

甚
し
と
い
ふ
べ
し
。
我
輩
は
信
ず
、
此
の
分
合
の
挙
た
る
や
政
費
の
爲
の
帰
す

る
が
如
く
説
く
も
あ
る
も
、
左
は
あ
ら
ず
、
全
く
交
通
の
機
関
完
備
し
た
る
地
よ
り

-
 
L
 
リ

合
同
す
る
も
の
し
て
、
決
し
て
本
県
の
如
き
不
便
な
る
地
は
存
在
せ
し
め
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
有
志
者
た
る
も
の
こ
れ
が
反
対
の
運
動
に
怠
ら
さ
ら
む
と
と
を
希
望
し
て

止
ま
ざ
る
な
り

(
「
府
器
合
に
就
て
」
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
三
月
一
五
日
付
)

ま
た
、
岩
手
県
で
は
【
表
3
】
で
確
雫
き
る
よ
う
に
、
市
役
所
で
の
廃
県
反
対
運
動

の
恊
議
に
始
ま
り
(
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
三
月
一
九
日
付
)
、
廃
県
反
対
懇

親
会
が
て
0
0
0
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
(
同
前
三
月
二
五
日
付
)
、
廃
合
反
対
鴇

の
た
め
旧
公
五
轡
旦
西
名
が
上
京
す
る
(
同
前
三
月
五
日
付
)
な
ど
廃
県
反
対
の
活
発

な
動
き
森
く
が
、
そ
の
中
で
、
旧
仙
台
藩
領
の
幾
が
宮
城
県
へ
の
統
合
に
賛
成
す
る

と
い
う
一
幕
も
報
じ
ら
れ
て
い
た
(
同
前
三
月
二
七
日
付
)
。
宮
城
織
会
は
、
最
終

的
に
は
廃
県
反
対
で
、
致
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
(
同
前
三
一
月
七
日
付
)
、
晶

の
政
治
的
対
抗
が
地
域
的
対
立
を
と
つ
て
現
れ
る
際
に
、
旧
藩
領
の
区
分
が
意
味
を
も
つ

も
の
と
し
て
現
象
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
同
様
に
福
井
県
で
は
、
若
狭
国
の
敦
賀
郡
民
が

福
井
廃
県
に
賛
成
陳
情
を
行
う
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
が
(
同
前
八
月
二
0
日
付
)
、
こ
れ

は
、
越
前
・
若
狭
二
国
か
ら
成
り
、
旧
藩
領
も
異
に
す
る
一
郡
が
独
自
の
動
き
を
示
し
て

廃
県
反
対
の
足
並
み
が
揃
わ
な
い
例
で
あ
る
。
【
表
3
 
が
示
t
よ
う
に
、
府
県
廃
合
を

行
う
政
府
が
、
旧
国
な
ど
を
単
位
と
し
て
廃
合
計
画
を
策
定
t
る
一
方
、
廃
県
反
対
運
動

を
展
開
す
る
各
県
の
側
で
も
、
旧
藩
領
・
旧
国
や
郡
な
ど
府
県
の
枠
組
み
に
先
立
つ
地
域

区
分
が
、
府
県
の
枠
組
み
に
立
脚
す
る
廃
県
反
対
運
動
に
抗
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
の

(
§

で
あ
る
0

こ
の
よ
う
な
運
動
の
全
国
的
展
開
過
程
で
、
知
事
の
中
か
ら
も
政
府
の
略
に
需
を

唱
え
た
り
、
廃
県
反
鞭
動
に
「
ハ
ム
然
助
力
」
す
る
な
ど
、
政
府
の
府
罷
合
計
画
に
反

対
す
る
か
の
よ
う
な
動
き
も
現
れ
た
。

先
ず
、
府
県
廃
合
に
対
す
る
正
面
か
ら
の
反
対
で
は
な
い
が
、
福
岡
県
の
河
島
醇
知

事
が
、
「
府
旧
虜
合
と
い
ふ
漠
と
し
て
要
旨
を
得
ず
」
と
い
う
段
階
の
言
で
は
あ
る
が
、
「
整

理
の
手
に
は
何
れ
よ
り
着
く
べ
き
か
、
是
れ
先
う
深
く
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」

と
い
う
見
地
か
ら
、
一
方
で
鉱
山
監
督
翌
右
・
士
木
監
督
署
な
ど
国
の
出
先
機
関
と
府
県
と

の
権
限
の
練
を
器
し
、
他
方
で
町
村
合
併
を
前
提
に
有
給
町
村
長
を
置
い
て
こ
れ
に

Ⅱ



所
轄
町
村
内
の
警
察
権
を
与
え
る
な
ど
し
た
上
で
、
制
度
改
革
を
府
県
に
及
ぼ
す
べ
き
だ

と
論
じ
、
「
地
方
長
官
は
単
に
内
務
省
に
隷
属
す
る
が
如
き
状
態
あ
る
は
、
其
の
当
を
得

た
り
と
謂
ふ
を
得
ず
」
と
述
べ
て
い
た
(
『
山
陰
新
聞
』
一
九
0
三
年
八
旦
四
日
付
)
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
、
自
県
の
廃
県
反
対
を
言
明
t
る
知
事
も
現
れ
た
。
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』

一
九
0
三
年
三
月
二
0
日
付
記
事
「
府
旧
露
合
に
航
て
本
県
某
長
官
談
」
は
、
伯
爵
で

貴
族
院
議
員
の
和
歌
山
県
知
事
・
清
棲
家
教
の
実
名
を
避
け
つ
?

府
県
廃
合
問
題
は
、
閣
議
に
於
て
略
ぼ
確
定
し
た
る
も
の
如
く
報
し
つ
》
あ
る
、

実
際
に
於
て
反
対
の
態
度
に
学
る
は
早
計
の
恐
れ
あ
り
と
。
而
し
て
地
方
長
官
と

し
て
の
簡
題
に
対
す
る
意
向
は
勿
腔
府
の
命
令
に
従
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
、

本
県
地
方
と
し
て
は
飽
く
迄
反
対
の
行
動
に
出
で
ざ
る
可
か
ら
ず
。
亦
た
貴
修
議

員
と
し
て
は
賛
否
何
れ
か
に
帰
着
す
可
か
ら
ざ
る
は
言
を
俟
た
ず
し
て
明
か
な
れ
ど

、
兎
に
角
法
案
と
し
て
現
は
る
》
迄
は
観
望
の
位
置
に
立
た
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な

り
云
々

と
報
じ
、
清
棲
知
事
が
和
歌
山
県
の
廃
県
に
明
確
に
反
対
し
て
い
る
と
報
じ
て
い
た
。
と

の
よ
う
な
知
事
の
動
き
は
、
『
内
務
省
史
』
第
三
巻
(
大
霞
会
一
九
七
一
年
。
茨
木
廣

「
一
弟
五
章
地
方
長
官
会
議
」
)
が
指
摘
し
た
知
事
の
二
重
性
、
即
ち
、
「
国
の
総
合
出
先

行
政
機
関
の
長
」
と
し
て
の
地
方
長
官
と
、
「
府
県
自
治
体
の
長
」
と
し
て
の
知
事
と
い

う
二
重
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
当
然
起
と
り
う
る
こ
と

で
あ
つ
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
内
務
省
は
、
廃
県
反
対
運
動
を
器
四
し
て
い
た
当
初

の
姿
勢
か
ら
転
じ
て
、
規
制
に
乗
り
出
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
後
掲
の
【
表
6
】
に
示
し

た
よ
う
に
、

府
旧
虜
合
指
定
の
知
事
等
は
、
府
県
の
利
害
と
云
ふ
ょ
り
続
之
旦
L
の
糊
口
上
よ

り
打
算
し
て
、
暗
に
人
民
を
煽
動
し
、
廃
県
反
対
の
声
を
燃
に
せ
し
む
る
向
も
あ
り

や
に
て
、
内
務
省
も
初
の
程
は
翁
ル
せ
し
も
、
近
頃
は
公
然
運
動
に
助
力
す
る
も
の

も
あ
る
よ
り
、
斯
く
て
は
形
式
的
に
も
あ
れ
政
府
の
行
政
方
針
に
反
対
す
る
も
の
な

れ
ば
打
棄
置
か
れ
ず
と
て
、
両
三
旦
則
一
片
の
罰
を
発
し
た
り
と

令
山
陽
新
報
』
一
九
0
三
年
三
月
二
九
日
付
)

と
い
う
の
で
あ
る
。
後
掲
【
表
5
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
三
月
八

日
付
「
政
府
府
県
反
対
に
千
渉
t
」
記
事
も
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
た
。

政
府
は
、
府
旧
虜
合
に
は
左
程
重
き
を
置
か
ざ
り
し
が
、
其
後
反
対
の
気
勢
高
ま
る

に
髄
ひ
、
余
り
度
外
視
す
る
訳
に
も
行
か
ず
、
且
つ
議
会
対
策
上
交
換
問
題
と
し
て

成
べ
く
強
硬
の
張
に
出
づ
る
の
乍
祭
な
る
を
知
り
、
昨
今
躍
起
と
な
り
反
対
に
干

渉
し
、
各
府
県
に
於
て
市
町
会
が
反
対
運
動
費
の
支
出
を
決
議
す
る
も
の
に
対
し
て

は
之
を
取
消
さ
し
め
、
運
動
費
は
寄
附
を
以
て
す
べ
し
と
厳
命
し
、
有
力
者
に
対
し
、

知
事
よ
り
上
京
せ
ざ
る
様
通
告
せ
し
め
た
り
と

恨
芹
所
在
都
市
を
中
心
と
し
た
市
・
町
挙
げ
て
の
反
対
運
動
に
、
地
方
行
政
の
統
轄
系
統

を
通
し
て
財
乎
り
・
人
的
に
規
制
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
和
歌
山
県
及
び
岡
山
県
の
動
向

こ
の
項
の
最
後
に
、
府
罷
合
計
画
の
中
で
廃
県
対
象
と
な
っ
た
和
歌
山
県
と
、
隣
県

の
一
部
(
広
島
県
東
部
の
旧
備
後
国
部
分
)
を
併
合
し
て
拡
大
・
存
続
す
る
岡
山
県
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
新
聞
の
記
事
を
も
と
に
、
そ
の
動
向
の
詳
細
を
検
討
し
て
お
こ

う

【
表
5
】
は
和
歌
山
県
の
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
が
報
じ
た
府
県
廃
合
関
係
記
事
を
一

覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
0
三
年
の
下
半
期
の
み
を
見
て
、
桂
太
郎
内
閣
の
行

整
理
政
策
に
関
し
て
織
続
し
て
報
道
し
て
い
る
が
、
府
罷
合
計
画
が
具
体
的
に
報

じ
ら
れ
る
の
は
八
月
四
日
が
初
め
て
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
.
^
は
、
奈
良
県
を
京
^
」
刑
に
、
三
^
旧
^
を
^
女
^
^
に
^
^
ロ
^
る
と
^
^
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す
る
な
ど
(
「
行
政
整
理
の
内
容
」
八
月
四
日
付
)
、
和
歌
山
県
の
廃
県
に
関
す
る
情
報
が

も
た
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
コ
ラ
ム
「
無
茶
苦
茶
我
記
」
が
府
旧
露

合
贊
器
を
二
度
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
い
た
(
八
月
二
二
日
付
、
一
五
日
付
)
。
こ
の

よ
う
な
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
が
、
和
歌
山
県
の
廃
県
に
反
対
す
る
主
張
を
明
確
に
展
開
し

た
の
は
、
県
(
Ⅱ
ペ
ー
ジ
)
の
三
月
一
五
日
付
「
府
県
廃
合
に
就
て
(
本
県
)
」
記

事
が
最
初
で
あ
り
、
同
月
一
八
日
付
「
府
県
の
廃
合
」
記
事
で
は
、
内
務
省
が
全
国
の

一
九
県
を
廃
止
す
る
と
決
定
し
た
と
報
じ
た
。
こ
の
報
道
の
後
、
和
歌
山
市
長
・
市
会
議

長
・
商
業
会
議
所
会
頭
ら
市
の
行
政
・
経
済
界
が
挙
げ
て
反
対
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
は

前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
廃
県
反
対
運
動
の
中
で
、
反
対
の
理
由
を
最
も
体
系
的

に
論
じ
た
の
が
森
市
会
議
長
で
あ
っ
た
。
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
は
、
そ
の
主
張
を
一
一
月

二
六
日
、
二
七
日
の
二
日
に
わ
た
っ
て
籍
に
報
じ
て
い
る
が
、
圭
政
府
の
霊
で
二
、

0
0
0
万
円
節
減
で
き
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
四
十
余
万
円
の
政
費
節
減
を
な
さ
ん
が
た

め
十
余
県
を
廃
し
千
四
百
万
の
生
霊
を
客
し
め
ん
と
す
る
」
こ
と
憾
め
ら
れ
な
い
と
t

る
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

一
、
地
勢
上
、
大
阪
府
と
和
歌
山
県
は
葛
城
山
を
境
と
し
、
畿
内
・
南
海
道
と
所
属
・
気

候
・
人
佶
・
風
俗
を
異
に
し
、
「
且
つ
数
百
年
来
一
潘
政
治
下
に
固
有
の
習
慣
を
馴
致

し
あ
り
て
彼
此
士
地
の
情
況
を
異
に
す
る
か
故
に
、
地
方
経
済
を
同
ふ
し
、
其
負
担
を

共
に
し
、
地
方
税
支
弁
の
事
業
を
協
同
し
て
施
行
す
る
に
適
せ
ず
」
。

ニ
、
地
方
税
負
担
に
差
違
が
あ
り
、
大
阪
府
に
合
併
さ
れ
れ
ぱ
和
歌
山
県
民
に
と
っ
て
は

増
税
と
な
る
。

三
、
地
方
庁
が
大
阪
に
移
れ
ぱ
、
そ
こ
へ
の
往
復
に
要
t
る
時
闇
と
費
用
が
増
加
t
る
。

四
府
会
議
員
数
は
、
大
阪
選
出
が
四
四
人
、
和
歌
山
選
出
が
九
人
(
東
念
安
郡
が
三
重

旧
^
に
^
^
^
ハ
^
^
と
な
り
「
^
^
^
に
な
ら
ざ
る
」
こ
と
は
相
^
^
に
^
く
な
い
。

五
和
歌
山
鄭
廃
止
に
ょ
る
官
吏
俸
給
等
国
費
の
送
金
減
少
な
ど
で
僻
的
損
失
が
あ

る
ほ
か
、
和
歌
山
市
は
「
謙
の
郷
と
変
t
」
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
画
で
露
)
。

も
っ
と
も
、
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
は
、
反
対
一
色
の
語
を
張
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

三
一
旦
 
0
日
付
の
翠
岳
生
署
名
の
翻
「
廃
県
問
題
に
就
工
は
、
府
罷
合
は
地
方

問
題
で
な
く
国
家
製
で
あ
り
、
「
人
文
の
進
歩
と
交
通
の
発
達
と
に
依
り
て
自
響
政

区
域
を
拡
張
す
る
は
熱
の
事
」
で
あ
る
と
政
府
の
「
府
旧
虜
置
法
集
」
の
提
案
理
由

と
同
じ
主
張
を
展
開
し
、
法
律
安
栗
提
出
の
問
題
に
「
自
己
一
身
又
は
一
市
一
郡
の
利
害

の
為
め
賛
否
を
決
t
る
」
こ
と
を
新
し
て
い
た
。

と
の
よ
う
に
廃
県
対
象
と
な
っ
た
和
歌
山
県
で
、
和
歌
山
市
を
挙
げ
て
の
反
対
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
県
域
が
拡
大
・
存
続
す
る
岡
山
県
で
は
、
『
山
陽
新
報
』
が
【
表

6
】
に
示
し
た
よ
う
な
報
道
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
府
唄
露
合
計
画
の
具
体
案

に
関
t
る
情
報
が
そ
の
都
度
報
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
府
髭
合
が
政
府
の
行
嘉
=
理
計

画
の
一
環
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
ど
の
よ
う
な
実
際
的
効
果
を
も
つ
か
に
つ
い

て
の
検
糖
事
、
各
地
の
反
対
運
動
を
踏
ま
え
た
「
府
躍
置
法
律
案
」
の
成
否
に
関
す

る
報
道
な
ど
、
タ
タ
面
的
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
に
ょ
る
府
県
廃
合
舟
の
策
定
と
「
府
県
廃

置
法
律
案
」
の
帝
国
議
会
提
出
準
備
は
、
と
く
に
廃
県
対
象
と
さ
れ
た
各
県
の
反
対
運
動

と
そ
の
全
国
黒
織
化
を
呼
び
起
こ
し
た
。
前
年
の
日
英
同
盟
の
縛
に
ょ
る
国
際
関
係

の
整
備
を
前
提
と
し
て
、
対
衡
戦
征
が
高
ま
る
中
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
は
、
一
方

で
は
、
教
科
書
瓢
事
件
な
ど
政
府
の
責
任
を
激
し
く
追
及
t
る
声
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

対
露
開
戦
を
視
野
に
、
政
治
・
軍
事
・
財
政
全
般
に
わ
た
る
挙
国
一
致
体
制
の
た
め
の
元

老
の
再
登
場
を
求
め
て
一
時
は
辞
職
し
た
も
の
の
そ
れ
が
却
下
さ
れ
た
桂
太
郎
内
閣

は
、
廃
県
反
証
動
の
全
国
展
開
中
で
、
引
き
続
き
厳
し
い
政
治
状
況
の
中
に
あ
っ
た
の

(
"
)

0

で
あ
る

13



月

10

政治情勢・行財政整理関係記事

玲 東京電報稔日、梓首相の内務大臣
兼任、児玉源太郎の内務大臣免職
と参諜次長任命を雜ず(10.13)
「府県分介と区裁判所」記事、某行
政裁判所汁定官の言として.府県
分合の難事であるに比し地方裁
判所の減少は容易だか、刑事裁判
証人出頭の便宜から廃止後の復
活を予懇し、区裁判所と登記所は
現状でも過少と都じるao. N)
ヒ遍政本党の嗣査出項斥ご事、開
査会の整理区分の「行政に関する
分」として、文部省廃止、司法竹廃
1主、井悦庁暁.比、郡市ψ充」に、府県廃
1になとの、■項を報道(10、]の

}4

]フ

8 取子県廃合と経安節減」記事、内務省が「時
勢の進運と交通機関の発達とに鑑み」、府
県廃合法案を次期議会に提出すると伝
え、15県が廃止され、年経常賀部勺如万円節
減と報道(]]' 8)
「政府廃合と両案」記事、府岬■モ介に15、6
県を廃介tる児玉源太郎案と、廃合を4、5
箇所に_{上める清浦奎吾樂の2案があった
が、閣議は東京・埼玉を中心に2、3の府県
を廃合tることに決したと桜道(10.16)
所子県廃介と政友会」記*:、岐友会が胴査
させているとする栗原亮一・櫻ル駿両代
議士の談として、「三十有余年の久しき
風俗習慣等の歴史的自然の関係より形
成せる府岬'乳織を打破改造して、僅かに
ニ'1万円内外の金額を減殺せんよりJは

郡1川改正がよいとし、将来交通機関完成
後に畿内・8道に道庁を設置し、中央政務
の一部を分,与・司、るとともに、郡制を廃止
し、町村'区城を拡張するのがよいと報道
ao.2D

府県廃合関係記出

H

16

19 「妓半打折の廃合」記出、行政整理の
1上果廃介される裁判所を桜じ、総
'.1'20万円の節減と蛾道。
外1訴院3か所を廃介〔函館→仙台、
γ,占屋→東京、広島ーヅd坂〕
j允県と同時に廃止tる地方裁判
所19(ママ)〔岩手・1_U形・」奇,1ξ・1詐1
'!.し・栃オく・茨城・山梨・静岡・'高山・
1品井・岐」1・滋賀・奈良・1Ⅲ歌山・鳥
JR・山Π・徳島・佐賀・ゾ、分゛1"嗣

21

M-

嘉仁皇太子、和歌山県内巡遊

和歌山県・和歌山市関係記出

ト↓ 「j奇県廃介と議員数」記*、府県座合で代
諄上1:等が第一に苦心するのは選挙怯で、
当局は而墜f中として、法案議会通過後は
代議士数は2、3名則加と見込むal.1心
「府県dX充介」記出、「我が社の耐t閉する
所」として、閣議決定の廃介による節減
額ガ漣8万9千円、廃止県数19県なるも、地
力からの県、111により、廃介案は節減額の
範鬮で内務竹に委任され、内務省が2]県
の廃合、吊千・山形・群,1悪・岬i1ミ・茨城・ル1
梨・富山・1姑井・岐阜・霪豆安・奈良゛川玖111
,「、3取・山 11一妥媛・1点'ン佐賀・火分・工Ⅷ■の
}9県の雁住を決めたこと、県庁所在地、
屍介県と被併介県の別はi岡介中上桜道
a l.18)

玲

12 3 政友会火会、f行政財政の浄"!は
ト分なる実蹟を挙げん*を川1す」
などを決議a2.5)

26 東JK・芝・ネ1j駈'にて府リ,U充介反対代i絵1
会Ⅲ1院。発起人辻人元源,り(奈良)、仏:竹イ1
太鄭411梨)、池井二造(滋賀)。外に牧野逸
'!.島■Y,11辻1,りら衆,孔1浣'U・19人、岐阜市長堀
11、イj・・・1品井ibwJ役塚原織上.鄭ら30余%
川席し、代議_1.及び名地方上京委貝で紕
織寸る所獣快反対聯介*1野所」の設羅なと
を決議。12打23日頃に打難介総会」の開催
を予定(11.29)

15

「行政整Nの発表上記、小、5日付卜六'
HUに"郊侍の所訥行政整理」の内
容が発表されたと雜道。廃止機関
は、f郷11舛、碓五↓快士j也乎k1世*子芳局、
や,'業Jι1子f所、肥刈砧新気澗査所、農
1商品等会議、政務綱査委員会、
鉱毒詞査委貝会等(12.8)

河野広中衆議院議長、本会議で内
閣弾劾の「奉答文」を朗読(12.12)
衆議院解散(12.12)
「政友会の整理案評(当局名の
談)j記牛・、判任官廃止、内国旅讐・
庁贅削減案を無稽と批半喫12.12)
「予算不成立と財政計画」記事、明
治37年度予算は前年座予算(36年
度=35年座)を執行、予定子11で
は府県廃合に50万円、裁判所廃_比
に20万円を含むと解説a2.13)

「府県廃合に就て(本υ,り」記・*:、政府の1付
県暁介案について、沿革及び地汗多交通か
らして村1歌山県ガ河虫、立して存続すべき*
を主張し、廃_1上案を11ヒⅢ(H.15)
「府県廃介に就て本県某長官談'己小'、そ
の言として、議会米提H_,,の今反対するの
は甲.轟・だが、地ノブ長下fとしては蚊府の命
令に勿,兪従わねぱならぬ。和歌山県とし
てに秩包く迄反刈の行血川こ川でざる可ら
十」、貰放院議貝としては"否いずれかに
h}'せねはならぬが、1去案ガリ↓舗tるまで
は観叡せざるをえないと伝う QI.2の
洗県闇題恊'於会の委嚇を受けた加耐許Π歌
山市長・森市会議長・'賀商菜会議所会顕
によって進任されたJ"在委員玲名、而会
託場で会介(11.22)
加庇和歌山山長らとリA会議員との恊議の
席上での森市会議長按拶を、2Uにわた
つて紹介(H'26・2力

「イ・1'則戈j,并R」、府リ,U充介で「羽1歌山市は打
撃を受く」かイH1川桝よJ市W」なしとする意
兒に対し、大阪嫡に介例されれぱW1村長
の川弧1_1放・1W11が樹んで人民の壁N肖額
が則加Lて民力休養に反するほか、岬J或
が三靈・火1坂に分割されれば社ソ＼財産の
処分に困るなどとして有ⅡⅡ11ト＼の影俳を
主張al.28)

20

「廃県問題に就て」論説記*(料名・翠岳)、
府県廃介は地方問題でなく国家問題であ
り、「人文の進歩と交通の発達とに依りて
自然行政区域を拡張するは当然の事」と
してi去律案未提出の問題に、「内己一,身
又は一市一郡の利害の為めH否を決す
る」ことを"胖1」(]2.10)

10

3

H

12月3日午前8時25分発「東京確報」、「府県
廃合に対する反対聯合会を1剤き、委員を
選定其他の決議を為す。気勢盛んなり」と
伝う。10打に長崎市で剛催した関西各市
聯合会で廃県反対運動の実施を決議した
結果、聯合会の運動展開と報道(12.心
廃県聯介委員会開催防H尹勢中JD、福井ル
の牧壁お塾馬座長にて運動経過を報告。運
動力針を協議し、芥党訪問委貝を選定
a2.9)
「政府府県反対に下沙司、」記出、府Uι廃介
反対運動の高揚に刈し、政府は「対議会策
上交換問題として成べく強硬の態座に川
つるの得策」として、市町村会の反対運動
賓支出決議を府県当局に取り消させ、イ」
力行に上京を中ル寸るよう知事に通告さ
せる措置をとったとH1道a2.8)

21

2・1

28

2 非廃県問題嗣査委貝会、市会議場で開会、
謄,席委員8名、森衆誇郡先議員の遊繊につき
協議し、加成i市長が委貝1右を作い、5日.上
京することを決定a2.■

加薜和歌山市長、在京の森衆議院議員の
「全急、上京せよ」とdン心都を受け、6日の新
聞紀省捌待会には剛席せず、急波上京。廃
県反対'嗣査委11、和歌Llf市'じ記等兇送り
Q2.6)

1Ⅲ歌山市Rら廃県反対運動打、61_1に市内
名新開紀者を匝U]1征に招待し、「彼我の意
兒を一攸せしめ歩詞を共にせんことを恊
諄§」一小る汀',定,

6

]0

-
0

-
0

-
D

7
 
t
 
円



【表5】『紀伊毎日新聞』(和歌山県)所載の「府県廃置法律案」関係記事

月 政治情勢・行財政整理関係記事

4 「行政整理と名省」記張、文打美会約
束の整理額を火蔵省が各省に按
分するも陸海軍省は反対などと
報道(フ.4)
宮中で伊藤博文(枢井H浣議長)、山
県有朋・松方正護(枢密顧問官)親
任式(フ.16)
児1匠六湾絲ヤ仔、内務大臣に任命と
報道(フ.]6)
「増租提1_Ⅱ沖.備.記・当、 a秘肘専文の
枢密院入りにより、桂内閣・火蔵
省は増税・地租増徴案再提1_Ⅱと蝦
道(フ.1鋤
唄す皎処理の案」記事、明治37年度
予算の歳入H_1差額3000万円内外
の処理策として消極・積極の二策
を紹介報這(フ.]9)
「山本海扣と行政梨理」記事,児玉
内扣就任で決意の固まった行政
整理に山本海相のみ反対と都道
(フ.25)
「政界雑記」記*:、明治37年座の歳
入欠鮠1600万円補填のための行
財政整理案を報道。府県院介には
触れす(フ.25)
「両政整理、二案」'己喫、行政・財政
整理に介禰蔵相案とfU宏院案が
あると報道。両案とも府県廃介に
は触れず(フ.26)

B

(14ページ上に続く)

四

25

府県廃合関係記出

]0

26

8

28

6

「郡役所廃_止の案」記■、8打開催の地方長
冗会議で郡役所廃ル案が地方長竹に諮問
されると幸櫛首(フ.28)

「行政.竺理鉈案'ご奮、憾Hjヅ綱の
行政整理案に、内閣ほ力四竹の現
1{"を内閣ほか、1告に廃介する鉈
案と文部?ジ充_止等に_1上める小刀
案があり、後Xに決したと斜お酋
(8.6)

「'H系兪反文寸"訴斬く j延る」需己*:で
文部省廃ル反対諭を紹介(8.フ)
「文部竹心冴モ問題」論説記出、有用
の文都竹を経"節波Π的で屍1上
するとして熊絹視した菊池前文
H1らの責任を迫及(8.1D
呼丕賀1!偸咸と"仟兇1記*ニ、内澪M并テ
政g牙果で市匙溌満戒を図る一方、桜
極的政策のため則源不雄になれ
ぱ砂糠消ずN兒率引き上げ・煙草官
営に至るかと繊道(8.22)
「文部名廃,[1"問顎」論虎記・g、腕竹
論の印'内を祥細に料お首(8.25)

和歌山県・和歌山市関係記*

H

22

、1

25

、行政桑理の内容」認*'、児十1・竹禰・補斜1
'扣の嗣査した行皎懐理案を■櫛並、文都
省廃比、郡の白治1釧范化、中央政府官央3
分の1減員、鉄道の特別会引'移1・iのほか、
府好Jだ介を断行し、奈良を京都に、佐賀を
長'}.御こ、1薙井を石川に、三電を受,、1}に介併
等と料U首(S.心
「整理珀訣」紀出、行政整理の内容を観測
した中で、政府は「大に府県嬬介を断行ナ
る決心なり」と都道(8.9)
「府県廃介と司法機1甥紺小ル'己事」如仔当
局の言として、いオ'れも交迪疑関の発逑
皮介に井}按に開係と蛾道(8.13)

9 4 「行政桑"のニカ'而」記、*:、行政幣
理の大綱殆定まると蝦這四.幻
「織判所喨介説の実情」記*:、行政
罪釧上で司怯省削減額如万円達成
の為、区裁百余か所、地戴・控訴院
若干の廃止に至ると料1道四.5)
「行波整理案と法制局斥三""、児
玉・竹禰両扣の大規桟な行政整理
案に沽浦法扣か反対tるなど開
内の対抗を報道四.13)
綿11制改止案」祀亊、行政継理主任
が、郡管掌事務を市町村または府
県に移し、郡を単なる行政庁とt
る郡制改正案を法制局が起莖す
るはずと様道四.15)
「文部省の存置」記*:、政府が前言
を翻して文部竹を存置すること
に決したと報道四.20)
「司法名の行政整理」記*:、控訴院
の廃ル、官吏の減員等一通り飼査
結了と級道四.29)

9

玲

]3

]5

13

20

コラム「無茶苦茶我記」f白冷の原子は町
村にある」ことと交通の発述どいう理由
から、旺也方1句会,詮に1是鵬せんとtる府リ,、
旋介Jに大1鄭戈とヨタ撫(8.]3)
「行政能理に胤て」諭虎記嘔、文部竹・井視
庁の廃辻、府県の介併、裁判所のi咸少とい
う效村の行政染理案を是認、なお補助金
改革、上i籍1去・登録法の改11・と族符記織の
能辻を才訓長(8. N)

コラ1、「無茶苫茶我,氾厶1女判所経貿節減に
つながるとして斥旦W充介を可と1る冉説
を再諭(8.]5)

29

M

注:①各紀事冒頭の数字は、¥1該事項の日付。
②,末尾の()内の数字は、当該記*掲載の諾氾伊毎H新獣Ⅱ発行H。
③各記*冒頭の「」は、紀事兒出し。
繊典丁紀伊毎日新開」19船年7月~12門(和歌山火学珠己川経済史文化史研究所所蔵マイクロフィルム)により作成、
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【表6】『山陽新報』(岡山県)所載の「府県廃置法律案」関係記事

月 日

8 4

「府県廃置法律案」関係記事(冒頭の「」内は当該記事の見出し、末尾の()内は記事掲載紙の日付)

「行政整理の内容」記事q二六新報』転載)、児玉休行芬曾禰大蔵・清浦司法三大臣の行政整理案として、文部省廃止、農
商務省官署の府県庁移管、鉄道の特別会計化、中央政府の官吏3分の1削減、郡の自治制廃止とともに、「府県の廃合を
断行t。奈良を京者桝こ、佐賀を長崎に、福井を石川に、三重を愛知に合併す。此他埼玉、千葉、東京、神奈川及東北に二、
三箇所、総計六、七箇所」と報道(8.4)
「府県参事官廃止の議」記事、「君所旦所の廃止、府県の廃合と共に、府県参事会を廃すべしといふの議、目下当局者の間
に行はれつ》あり」と報道(8.15)
「府県廃合案」記事、「府県廃合論は、行政整理の衝に当れる三大臣中、曾禰蔵相最も強硬なる主唱者の由にて、之に関
する法律改正案は、多分第十九議会に提出せらる、ならんと云ふ」と報道(8.18)
「府県廃合と選挙区」記事、府県廃合に連動するものとして選挙区の変動・県名の変更を挙げ、選挙区の改正を要す
る件は、「従来の選挙区を存置し、特に第一選挙区、第二選挙区と云ふが如き区画を設くべしとの説もあり」と報道
(8.26)
「府県廃合案」記事、「府県廃合の件に就き更に聞く所に依れば、九州にては佐賀、宮崎、大分の三県を廃して他に合併
し、近畿にては奈良、和歌山の二県を大阪府に、滋賀県を京都府に合併し、又関束力面にては埼玉県を東京府に合併
し、千葉、茨城両県を一県となtのヨ十画なりと云ふ」と報道(8.29)
「北海道庁廃止の議」記事、「行政整理の結果、北海道庁を廃し、之に代ふるに県制を実施し、従来の支庁を郡に改め、
又北海道庁の管掌に属tる鉄道部を挙げて鉄道局の直轄たらしめんとの議あり。調査の進行如何に拠りては実行を
見るかも知れずとと報道偲.3の

16

29

30

9 6 「政友会と府県廃合及取引所闇題信己事、6日の協議員会でこの2問題については政府案に反対の立場で、臨時委員に
綱沓させ、践知こ府県廃合問題に就ては、地方党務の異同に関係tる頗る大なるを以て、其利害に付'十分調査をなし、
来る議会に於て政府が本案を提出せし場合の参老となし」と報道四.8)
「府リ,り充合調査」記事、行政整理にともなう府県廃合につき浮説に基づく「大騒ぎ」を憶測と批判し、「実際整理の当局
者は、単に地図上より幾何的分合を為すが如き粗漫のものにあらず、各地方のノ＼情、風俗、歴史、習ぜUよ固り、就中最
も地形上の便利に重きを置きて調査せしものなれぱ、夫の千葉、埼玉を束京に合せ、滋賀を京都に合tが如きは、或
は自然の結果なるべきも、四国を二県と為し、徳島、香川、愛媛の三県を合して丸亀県を置くが如きは、万之なき事に
して、多分香川を愛媛に合せて三県と為すべく、他も大概之に準ずべしと云ふものあり」と帳道四.17)
「府県廃合談の行悩店己事、「行政整理に伴ふ府県廃合に対しては、従来の歴史及匝しlt、人怯の異同により地方的大反
対あるのみならず、地方経済其他法律関係等より、特に数県を廃合したりとて、共経貿総額四十八万余円にして、財
政上より見るときは格別の整理にもあらざるべしとの理由にて、目下の所、尚未定に屈し居るが、多分見合わせとな
るべしとの説あり」と報道四.22)
「両政整理案の内容」記事、「府県の廃合は九州、四国、中国、近畿、東海道に亙りて、共県中,ぱ詳て帳じたる所と大差な
くー一去れども府県廃合問題は、地力の利害に大鬨係あるを以て、到底議会を通過せざるべしと」と報道四.2心

17

22

22

W 2 「府県廃合反対の一説」記事、「地方的鬨係を航れ財政上より反対する」説として、僅力司0余万刈の経賀喰簡御のために
「非常の匝U谷を異にせる郁族をーにし、同一なる命令の下に之を支配するは、策の得たるものに非ずと云ふに在り
と」と報道ao.2)
「内定の廃合府県」記事、『束京彰珀新閉』19船年10刈1日イ、ナと同内容の府県廃合案を耀道ao.2)
「府県廃合法律案」記事、「行政整理により府県廃合に関する法律案は、愈々第十九議会に提出する由なるが、其廃止
さるべき地の地方裁判所も伺様廃止さるべしと。而して其地名は、議会に提出tるまでは双方とも秘密になし置く
筈なりと」と報道(10.4)
「府県廃合と貴族院」記事、「府県廃合に就ては地方的感情より反対頗る多く、各代議士も反対に同佶を寄する者多き
を以て、貴族院は公平無利、に国家永遠の利害より観察し、決する所あらんとて、既に各団体の問題に上り居れり。尤
も同院の多数は、目下の政府案賛成の態度なりと云ふ」と報道(10.20。21円付にも再掲載)
「行政整理と法律改正案」記事、府県の廃合・裁判所の区画変更は議会の協贅を要tるため、それによる経費削減額
は来年度予算に計上されておらず、整理による経贄削減額も各種法律改正案が通過するか否かで増減tると報道
(10.21。22日付にも再・掲載)

20

21

Ⅱ 13 「府県廃合と選挙法其他」記事、「府県廃合に依り代議士の第一に苦辛するは選挙法なるが、右は其筋にても最も深長
に調査を加へたる由にて、其結果二、三名の代議士増加tる事となるべく、旦.府県制は尤も重大なる関係あるより地
方局にて調査し、孰れも廃合案と同時に議会に提出する由なるが、府県廃合は政府にても大反対あるべきを覚悟し、
十分に通過を予期し居らずといふ」と報道al.13)
「府県廃合に伴ふ一困莫御記事、閣議決定の府県十九か所について↓京案議会通過後に、各府県の吽打重の則産」の処分
について苦佶百出し、当局者も苦心するため、調査が急がれていると報道(Ⅱ.20)
「廃県反対知事への訓令」記事、「府県廃合指定の知事等は、府県の利害と云ふよりは寧ろ自己の糊口上より打算し
て、暗に人民を煽動し、廃県反対の声を幟にせしむる向もありやにて、内務省も初の程は黙認せしも、近頃は公然運
動に助力するものもあるより、斯くては形式的にもあれ政府の行政方針に反対するものなれぱ打棄置かれずとて、
両三H前、一片の内訓を発したりと」と報道al.29)

12 8 「県廃合の異動」記事、既報以後のー、二の変更点について、「山形県全部を秋田に合併する如く伝へられたるもの、今
は同県中米沢市及び置賜三郡を福島県に編入せらる、事となれり」と報じ、併せて東北六県の衆議院議員選挙区に
ついての「政府案」を報道a2.8)
「内務省提出法律案」記事、内務省が第十九議会に提出司、る法律案として、「府県廃合に関する法律案」ほかを報道
(12.12)

12

出典:『山陽新聞』19船年8月~ 12刃(岡山県立記録資料館所蔵マイクロフィルム)により作成。
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三
『
山
陰
新
聞
』
の
行
財
政
整
理
・
府
県
廃
合
計
画
に
対
す
る
謹
と

廃
合
対
象
県
に
関
す
る
報
道

島
根
県
松
江
市
で
発
行
さ
れ
て
い
る
『
山
陰
新
聞
』
は
、
「
松
江
新
聞
を
讓
り
註
安
松

て
般
を
改
革
し
、
題
号
を
改
め
、
紙
幅
を
広
め
、
更
ら
に
第
一
号
よ
り
隔
日
発
行
務
め

て
山
陰
の
改
良
を
謀
る
の
責
め
に
当
ら
む
こ
と
を
期
t
 
と
宣
言
し
て
、
一
ハ
ハ
ニ
年
五

月
一
日
に
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
福
岡
世
徳
は
そ
の
創
刊
号
に
「
印
刷
長
」
と
し

て
名
を
連
ね
て
い
た
(
『
山
陰
新
聞
』
笋
号
ニ
ハ
ハ
ニ
年
五
月
一
日
)
。
『
山
陰
新
聞
』
は

以
後
、
自
由
党
系
自
由
民
権
運
動
か
ら
立
憲
政
友
会
に
至
る
政
治
的
系
統
の
主
張
を
貫
い

(
W
)

た
が
、
政
治
的
立
場
を
同
じ
く
す
る
福
岡
世
徳
は
、
従
っ
て
、
松
江
市
長
在
任
中
も
『
山

陰
新
聞
』
の
有
力
な
読
者
で
あ
っ
た
と
考
え
て
ょ
い
。

そ
の
『
山
陰
新
聞
』
は
、
【
表
3
】
に
示
し
た
と
お
り
、
一
九
0
三
年
八
月
二
二
日
か

ら
九
月
一
一
日
ま
で
、
三
政
の
整
理
」
と
題
す
る
一
 
0
回
の
連
一
誓
祝
を
掲
載
し
た
。

そ
の
需
の
各
回
の
題
名
と
要
旨
・
掲
載
日
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

(
一
)
整
理
の
大
綱
(
八
旦
三
旦

児
玉
内
務
大
臣
・
曾
禰
大
蔵
大
臣
・
清
浦
司
法
大
臣
に
ょ
る
整
理
事
業
策
定
を
歓
迎

し
つ
つ
、
「
緊
縮
」
と
「
整
理
」
は
異
な
る
と
し
て
、
冗
費
を
節
約
し
積
極
的
施
設

は
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

全
)
文
部
省
全
廃
の
議
(
二
三
旦

財
政
節
約
論
、
文
部
嘉
甫
・
露
詣
文
部
省
を
二
政
整
理
の
犠
牲
と
す
る
曹

反
駁
し
て
文
部
省
廃
省
論
を
批
判
し
、
「
吾
輩
は
寧
ろ
陸
海
軍
を
挙
け
て
之
れ
を
全

廃
し
、
以
て
平
和
の
率
先
者
た
る
を
以
て
自
ら
任
す
る
の
却
り
て
正
義
に
し
て
人
道

の
福
音
た
る
を
知
る
」
と
断
言
t
る
。

(
一
己
府
罷
合
の
議
(
二
七
旦

箔
・
通
信
・
話
の
発
達
、
北
海
道
及
び
台
湾
各
県
の
面
積
と
の
比
較
を
根
拠
と

し
て
、
府
県
廃
合
計
画
は
早
計
で
は
な
い
と
し
、
「
山
陰
道
の
如
く
、
北
海
道
・
台

湾
に
比
し
て
尚
交
通
運
輸
の
不
便
な
る
も
の
あ
る
に
も
せ
よ
、
府
旧
露
合
は
必
至
の

趨
勢
な
り
と
断
す
る
に
於
て
、
吾
輩
は
未
た
其
不
可
な
る
を
知
ら
さ
る
な
り
」
と
す

る
。

(
四
)
府
喝
虜
合
の
議
(
承
芭
全
八
旦

さ
ら
に
、
財
政
上
よ
り
す
る
府
旧
露
合
の
効
果
を
認
め
た
上
で
、
府
旧
露
合
と
と
も

に
知
事
の
権
限
拡
張
、
警
部
長
の
廃
止
と
知
事
に
ょ
る
そ
の
権
限
の
兼
併
、
効
果
の

な
い
参
事
官
の
廃
止
を
主
張
t
る
。
そ
し
て
、
府
器
合
の
困
難
を
予
測
し
て
、
人

佶
・
風
俗
・
一
父
通
・
一
連
輸
に
配
慮
し
た
廃
合
推
進
を
求
め
る
。

(
五
郡
制
廃
止
の
議
(
九
月
二
旦

中
間
機
関
と
し
て
の
郡
衙
の
廃
止
と
そ
の
経
費
の
府
県
・
町
村
へ
の
配
分
を
主
張
t

る
。

夫
)
補
助
費
削
減
の
議
(
三
旦

当
該
事
業
が
「
保
護
に
馴
れ
て
独
立
t
る
こ
と
能
は
さ
る
」
よ
う
に
な
る
補
助
費
は

削
減
す
べ
し
と
主
張
す
る
。

(
七
)
地
方
費
節
約
の
議
(
五
旦

「
財
政
の
緊
は
地
方
に
存
t
る
」
、
「
地
方
苛
め
の
中
央
温
り
の
最
も
其
可
を
見
ざ

る
は
論
な
し
」
と
の
立
場
か
ら
、
地
方
の
財
源
を
酒
養
す
る
た
め
に
実
・
地
方
が

節
約
の
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
を
求
め
る
。

(
八
)
地
方
費
節
約
の
議
(
承
前
)
(
六
旦

倭
事
業
の
拡
張
が
「
政
党
政
派
の
其
私
を
済
さ
ん
と
t
る
」
に
因
る
と
し
て
批
判

し
、
前
述
の
惑
費
節
需
を
再
竿
る
。

(
九
)
地
方
費
節
約
の
議
(
承
前
)
(
九
旦

17



府
髭
合
と
と
も
に
市
町
村
合
併
を
主
張
し
、
さ
ら
に
、
地
租
割
の
制
限
超
過
に
限

度
を
設
定
す
る
こ
と
、
「
細
民
の
其
徳
に
浴
す
る
も
の
あ
る
」
こ
と
か
ら
「
戸
数
割

な
る
一
種
の
人
頭
税
も
亦
大
に
節
約
」
 
t
べ
し
と
主
張
す
る
。

(
十
)
結
論
(
三
旦

「
唯
単
に
歳
入
出
の
均
衡
さ
へ
数
字
の
上
に
相
均
し
か
ら
し
む
れ
は
足
れ
り
と
す
る
」

政
府
の
二
政
整
理
策
を
批
判
し
、
「
財
政
整
理
の
要
と
す
る
処
は
民
の
膏
血
を
浪

消
せ
ざ
る
に
在
り
て
、
即
ち
生
産
的
に
之
を
利
用
」
 
t
る
こ
と
を
求
め
る
。

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
桂
内
閣
の
行
財
政
整
理
策
を
数
字
合
わ
せ
と
批
判
し
、
府
旧
虜
合

地
方
費
節
約
を
重
点
に
、
積
極
的
な
二
窒
理
即
ち
、
府
県
費
・
補
助
金
を
削
減
し
て

生
産
的
経
費
を
拡
充
す
る
こ
と
で
地
方
を
「
酒
養
」
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
陸
海
軍
を
全
廃
し
て
「
平
和
の
率
先
者
た
る
」
こ
と
を
求
め

る
と
い
う
急
進
的
な
主
張
も
展
開
し
て
い
た
。

『
山
陰
新
聞
』
が
、
こ
の
よ
う
な
論
調
の
中
で
、
桂
内
閣
の
「
府
県
廃
置
法
律
安
ざ
と

同
様
の
理
由
も
根
拠
と
し
て
、
府
県
の
廃
合
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
加

え
て
、
次
に
述
べ
る
『
山
陰
新
聞
』
記
事
「
府
器
合
と
本
県
」
か
ら
す
れ
ば
、
島
根
県

が
鳥
取
県
に
併
合
さ
れ
る
と
い
う
情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
福
岡
世
徳
市

長
は
、
こ
の
よ
う
な
『
山
陰
新
聞
』
の
社
説
を
読
み
、
島
根
県
は
廃
県
と
い
う
情
報
に
も

恐
ら
く
接
し
た
上
で
、
三
政
の
整
理
」
の
邑
畑
」
が
掲
載
さ
れ
た
六
日
後
に
東
京
に

向
け
て
出
発
し
た
訳
で
あ
る
。

福
岡
世
徳
市
長
が
在
京
中
の
九
月
二
三
日
、
『
山
陰
新
聞
』
は
、
需
「
府
晶
合
の
予
想
」

で
、
「
府
県
廃
△
口
は
正
し
く
其
時
な
る
べ
し
」
、
「
府
県
廃
△
口
は
・
・
・
・
・
・
如
何
に
之
れ
を
廃
△
口

せ
ぱ
、
地
理
・
人
情
・
風
俗
・
一
父
通
等
よ
り
し
て
、
基
且
し
き
に
適
す
る
か
の
問
題
に
し
て
、

廃
合
の
可
否
は
已
に
決
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
見
る
も
不
可
な
し
」
と
断
t
た
上
で
、
政

府
が
府
晶
合
に
ょ
っ
て
議
会
を
操
縦
し
、
増
税
と
交
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
し
、

「
政
党
者
流
の
未
だ
容
易
に
廃
合
の
可
否
を
言
は
ざ
る
も
の
」
と
の
批
判
も
展
開
し
た
。
『
山

陰
新
聞
』
は
、
こ
の
よ
う
に
桂
太
郎
内
閣
の
行
財
整
理
務
と
そ
の
一
環
と
し
て
の
府

旧
虜
合
計
画
を
原
理
需
に
検
証
す
る
一
力
府
器
合
の
具
体
案
に
関
す
る
情
報
も
伝

え
て
い
た
。

と
の
後
の
一
 
0
月
一
日
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
が
廃
合
府
県
に
関
す
る
具
体
的
情
報
を

伝
え
た
中
で
、
「
山
陰
道
の
島
根
鳥
取
二
県
は
小
県
な
れ
ど
も
交
通
不
便
の
為
め
其
儘

介
)

存
置
す
る
筈
な
り
と
」
と
報
じ
た
が
、
こ
の
記
事
は
、
そ
の
翌
々
日
の
一
 
0
月
三
日
、
『
山

陰
新
聞
』
に
「
廃
合
の
府
県
一
と
題
し
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
前
日
の
一
 
0
月
二
日
、
「
府
琵
合
と
本
県
」
と
題
す
る
次
の
記
事
が
『
山
陰
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
。

府
県
廃
合
の
結
果
本
県
を
鳥
取
県
に
併
合
す
る
が
如
く
伝
ふ
る
も
の
あ
り
し
、

其
実
は
鳥
取
県
を
廃
し
て
本
県
に
合
す
る
の
地
理
上
其
当
を
得
た
る
も
の
あ
る
よ

し
。
両
県
を
合
併
す
る
は
事
実
な
る
、
行
政
機
関
の
重
要
な
る
も
の
は
依
然
と

し
て
当
市
を
中
心
と
す
る
予
定
な
る
か
如
し
と
東
京
よ
り
社
友
の
許
へ
来
信
す
る

も
の
あ
り
き
(
『
山
陰
新
聞
』
一
九
0
三
年
一
 
0
月
二
日
付
)

以
上
の
検
討
か
ら
、
福
岡
世
徳
市
長
が
東
京
に
向
け
て
出
発
す
る
前
の
『
山
陰
新
聞
』

は
、
桂
内
閣
の
行
財
政
整
理
政
策
に
対
し
て
八
月
末
か
ら
長
大
な
社
説
需
評
を
加
え

た
中
で
府
県
廃
合
に
賛
成
し
て
お
り
、
府
県
廃
合
の
具
体
計
画
に
関
し
て
も
島
根
県
を

鳥
取
県
に
併
合
す
る
と
の
情
報
が
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
福
岡
世
徳
市
長
が
在
京
中

の
一
 
0
月
一
日
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』
や
こ
れ
に
続
く
『
山
陰
新
聞
』
の
報
道
か
ら
、

島
根
県
の
廃
県
や
松
江
市
か
ら
の
県
庁
移
転
は
な
い
と
の
見
込
み
が
生
じ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
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四
福
岡
世
徳
・
松
江
市
長
の
上
京
活
動

以
上
の
よ
う
な
、
笋
次
桂
太
郎
内
閣
が
行
財
整
理
の
一
環
と
し
て
計
画
し
た
府
県

廃
合
を
め
ぐ
る
新
聞
報
道
そ
の
中
で
廃
県
・
分
割
が
予
想
さ
れ
る
覧
の
反
対
運
動
の

(
υ
)

展
開
の
中
で
、
福
岡
世
徳
市
長
は
上
京
し
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
。

福
岡
世
徳
市
長
は
、
「
明
治
三
十
六
年
九
月
十
七
日
松
江
出
発
、
府
県
廃
合
問
題
付
上

京
、
同
二
十
日
東
京
へ
着
麹
町
相
模
屋
二
投
宿
。
十
月
六
日
東
京
出
発
、
同
九
日
帰
松

ス
」
と
い
う
日
程
で
、
東
京
で
の
活
動
を
展
開
し
た
(
福
岡
世
徳
『
備
忘
録
』
)
。
次
に
掲

げ
た
【
表
7
)
は
、
東
京
(
新
橋
)
到
着
か
ら
帰
松
の
た
め
の
東
京
出
発
ま
で
に
、
市
長

が
訪
闇
し
、
来
訪
を
受
け
、
ま
た
連
絡
を
と
つ
た
全
て
の
人
物
を
、
そ
の
属
性
別
に
整
理

し
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
、
【
表
7
】
に
示
し
た
各
訪
問
者
が
福

岡
世
徳
市
長
の
依
頼
に
応
え
て
収
隹
木
・
提
供
し
た
情
報
を
『
在
京
日
記
』
の
張
か
ら
抜

き
出
し
て
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
【
史
料
】
福
岡
世
徳
市
長
が
上
京
活
串
に
入
手
し
た
纂
(
【
表
7
】
の
倒
S
閣
)
〕

①
各
情
報
提
供
者
の
肩
書
は
戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編
/
秦
郁
彦
著
『
戦
前
期
日
本
官
僚

制
の
制
度
・
椴
・
人
古
争
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
一
午
遠
山
待
・
{
女
達
淑
子

編
薯
『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』
岩
波
書
店
一
九
六
一
年
(
こ
と
で
は
一
九
七
一
年
刊

行
の
第
7
刷
を
利
用
)
、
衆
議
院
・
参
議
院
編
刊
『
議
会
制
度
百
年
史
衆
議
院
院
内
会
派

編
』
及
び
葬
麥
制
度
百
年
史
衆
議
院
議
員
名
鑑
』
一
九
九
0
年
に
ょ
る
。

②
氏
名
の
後
の
日
付
は
、
『
在
京
,
記
』
記
載
月
日
。

園
吊
用
漢
字
に
な
い
文
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
。
〕

猶
西
園
寺
公
ノ
馨
ヲ
以
テ
蕪
理
大
臣
二
面
会
ノ
御
見
込

冕
料
2
】
若
槻
礼
次
郎
大
蔵
書
記
官
兼
参
事
官
(
九
旦
三
旦

府
県
ノ
廃
合
ハ
不
可
ナ
キ
モ
現
今
ノ
如
ク
自
治
制
ノ
儘
三
プ
ハ
、
之
ヲ
廃
合
ス
ル

モ
各
国
自
カ
ラ
利
害
ヲ
異
ニ
ス
レ
ハ
、
円
満
二
地
方
ヲ
益
ス
ル
能
ハ
ス
。
故
二
、
廃

合
ス
ル
ナ
レ
ハ
、
自
治
制
ヲ
改
メ
、
鄭
ハ
政
府
ノ
出
張
所
ノ
如
ク
シ
、
長
官
ノ
権

＼
、
ノ

限
ヲ
拡
メ
、
哩
公
蔦
寺
ヲ
廃
ス
レ
ハ
{
夫
効
ア
ル
ヘ
シ
。
然
レ
ト
モ
、
現
政
府
ハ
自
治
制

ノ
儘
二
廃
合
ス
ル
見
込
ナ
ラ
ン
モ
之
ヲ
議
会
二
提
出
ソ
、
議
会
ノ
反
対
ア
レ
ハ
強

テ
之
ヲ
貫
ク
ト
云
フ
程
ノ
勇
気
ハ
無
カ
ル
可
久
所
需
会
操
縦
ノ
方
略
ナ
ル
ヘ
ク
、

議
会
二
於
テ
モ
反
対
多
久
到
底
衆
議
院
ヲ
通
過
ス
ル
コ
ト
難
カ
ル
ヘ
シ
。
故
二
、

松
江
ノ
哩
芹
ヲ
他
二
移
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
防
ク
ニ
ハ
、
非
廃
合
論
ヲ
唱
フ
ル
方
利
ナ
ル

＼
、
ノ

ヘ
シ
云
々

【
史
料
1
】
大
浦

松
平
直
亮
伯
爵
(
旧
松
江
藩
主
蚕
主
)
の
「
御
話
ノ
先
」
(
九
旦
三
旦

松
方
松
浦
内
務
秘
書
官
西
園
寺
公
等

【
史
料
3
】
松
平
子
爵
(
九
月
二
五
旦

府
喧
虜
合
按
ハ
政
府
ヨ
リ
提
出
ス
ヘ
シ
。
併
シ
烟
草
製
造
専
売
按
ヲ
通
過
セ
シ
ム
ル

為
メ
ノ
掛
引
按
ナ
ル
ヘ
シ
云
々

又
久
保
田
文
部
大
臣
ノ
新
任
モ
ニ
、
一
ラ
大
臣
力
決
定
セ
シ
予
算
三
ブ
実
行
ス
ヘ

シ
ト
ノ
条
件
付
ノ
由
云
々

(
3
)

【
史
料
4
】
山
口
宗
義
日
本
銀
行
理
事
(
九
月
二
六
旦

例
ノ
件
、
大
蔵
絵
窃
長
官
二
就
キ
探
リ
見
タ
ル
ニ
、
実
際
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
＼
如
シ
。

大
蔵
省
二
於
テ
ハ
予
算
ノ
側
二
於
テ
金
額
ヲ
定
メ
、
其
金
額
内
二
於
テ
廃
合
ヲ
為
ス

次
第
三
ブ
、
何
県
ヲ
廃
シ
テ
何
県
二
合
ス
ル
等
ノ
事
ハ
関
係
無
シ
。
尓
シ
府
県
ノ
廃

合
按
ヲ
帝
国
議
会
二
提
出
ス
ル
事
ハ
決
定
シ
居
ル
モ
く
如
ク
ナ
レ
ト
モ
未
ダ
枢
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密
院
ノ
議
一
ス
付
セ
ラ
レ
ス
、
此
先
キ
枢
密
院
二
於
テ
不
同
意
ア
レ
ハ
格
別
、
否
ラ

サ
レ
ハ
内
閣
内
定
ノ
儘
議
会
二
提
出
セ
ラ
ル
ヘ
シ
。
而
シ
テ
、
佐
賀
奈
良
宮
崎

福
井
四
国
ノ
或
ル
県
ノ
如
キ
ハ
、
廃
県
卜
為
ル
ヘ
シ
。
中
国
ノ
県
ハ
毫
モ
知
レ
ス
。

廃
県

或
ハ
ー
無
カ
ラ
ン
モ
難
計
、
兎
二
角
是
以
上
ノ
事
ハ
知
レ
ス
。
猶
他
ノ
方
法
ヲ
以

テ
聞
合
セ
、
分
リ
次
第
報
知
ス
ヘ
シ
云
々

【
史
料
5
】
梅
謙
次
郎
法
政
大
学
総
理
(
九
打
二
八
旦

吉
原
地
方
局
長
二
内
々
問
フ
タ
ル
ニ
、
島
根
県
、
鳥
取
△
屏
ノ
議
モ
始
メ
ニ
ハ
有
之

シ
モ
、
遂
二
其
議
ハ
止
ミ
タ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
多
分
心
配
ハ
有
之
間
敷
ト
ノ
事
ナ
リ

＼
、
ノ

シ
ヲ
以
テ
、
猶
万
一
合
併
ノ
議
ア
ル
モ
#
ノ
所
在
地
ノ
事
ハ
能
々
話
シ
置
キ
タ

レ
ハ
、
将
来
若
シ
変
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
通
知
シ
呉
ル
~
都
合
ナ
レ
ハ
、
其
際
ニ
ハ
内
報

＼
、
ノ

ス
ヘ
シ
ト
ノ
事

貫
料
8
】
元
田
棗
議
院
議
員
(
立
憲
政
友
会
・
大
分
県
選
出
)
(
九
月
三
0
旦

大
分
県
モ
廃
ス
ル
ト
ノ
説
ア
レ
ト
モ
分
明
ナ
ラ
ス
。
島
根
鳥
取
合
併
ノ
事
ハ
、

仮
<
嶌
根
ヲ
廃
ス
ル
モ
鳥
取
二
斧
ヲ
置
ク
コ
ト
ハ
万
々
ア
ル
可
カ
ラ
ス
。
鄭
ハ

必
米
子
ナ
ル
ヘ
シ
。
米
子
ハ
中
国
鉄
道
モ
曇
兄
通
ス
ル
ナ
ル
へ
久
且
ツ
、
甲
県
ヲ

廃
シ
テ
乙
県
二
合
ス
ル
ト
云
フ
ハ
、
甲
県
ハ
非
常
二
感
情
ヲ
悪
シ
ク
ス
ル
ヲ
以
テ
、

寧
口
両
県
ヲ
廃
シ
新
夕
一
二
県
ヲ
置
ク
コ
ト
~
ナ
レ
ハ
、
双
方
ノ
博
ハ
大
二
緩
和

＼
、
ノ

ス
。
兎
二
角
話
ノ
次
第
ハ
承
ハ
レ
リ
ト
ノ
コ
ト
。
大
分
県
モ
之
ヲ
廃
ス
ル
ト
ス
レ
＼
、
ノ

福
岡
県
二
合
併
ハ
不
同
意
ナ
リ
云
々

貫
料
6
】
原
田
赳
繁
議
院
議
員
帯
国
党
・
隠
岐
選
出
)
(
九
月
二
八
旦

府
罷
合
ノ
事
ハ
政
府
ヨ
リ
ハ
提
案
ス
ヘ
キ
モ
、
議
会
二
於
テ
ハ
通
過
セ
サ
ル
ヘ
シ
。

猶
若
島
根
鳥
取
合
併
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
ハ
、
県
庁
移
転
論
ハ
必
ス
起
ル
ヘ
キ
モ

＼
、
ノ

費
用
ノ
点
二
於
テ
其
議
行
ハ
ル
＼
コ
ト
無
カ
ル
ヘ
シ
云
々

【
史
料
7
】
大
浦
兼
武
逓
信
大
臣
(
元
島
根
県
知
事
)
(
九
月
二
九
旦

鉄
道
ノ
コ
ト
ハ
、
是
迄
局
外
ヨ
リ
見
テ
モ
山
陰
道
ノ
不
便
ナ
ル
コ
ト
ハ
大
二
感
セ
シ

マ
一

所
今
其
局
二
当
ル
以
上
ハ
、
経
済
ノ
許
ス
限
リ
速
二
敷
敷
ス
ル
コ
ト
ヲ
図
ル
考
ナ

リ
云
々

此
度
ノ
行
政
整
理
ハ
、
内
閣
二
於
テ
面
家
百
午
ノ
計
ヲ
立
テ
、
苗
モ
是
卜
信
セ
シ

コ
ト
、
仮
令
如
何
ナ
ル
篠
二
逢
フ
モ
屈
ス
ル
コ
ト
無
ク
之
ヲ
貫
ク
覚
悟
、
府
旧
露

合
ノ
如
キ
ハ
内
務
ノ
主
管
ナ
レ
ハ
、
未
ダ
其
成
按
ハ
聞
カ
サ
レ
ト
モ
是
迎
モ
内
閣

二
於
テ
決
定
セ
シ
以
上
、
運
動
等
ノ
為
メ
決
シ
テ
動
ク
コ
ト
無
シ
云
々

猶
四
国
ノ
各
旧
虜
合
ノ
事
新
聞
二
上
ル
ヤ
各
条
議
院
議
員
上
京
シ
テ
運
動
ヲ
始

メ
、
最
初
、
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
ノ
三
県
ヲ
△
ロ
シ
、
丸
亀
二
樺
ヲ
置
ク
ト
ノ
事
新

閉
紙
二
掲
ク
ル
ヤ
香
川
県
ノ
有
志
者
ハ
賛
成
ノ
意
ヲ
表
セ
シ
之
其
後
更
二
徳
島

県
ハ
存
置
シ
、
愛
媛
、
香
川
ノ
両
県
ヲ
合
シ
、
松
山
二
斧
ヲ
置
ク
ト
ノ
事
新
聞
紙

二
掲
ケ
タ
ル
ト
キ
ニ
ハ
、
香
川
県
ノ
運
響
ハ
忽
チ
反
対
ノ
運
動
ヲ
始
メ
タ
リ
。
如

＼
、
ノ

此
各
県
運
動
委
員
ノ
管
二
依
テ
内
閣
力
動
ク
様
ノ
コ
ト
三
三
モ
効
ヲ
奏
ス

ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
云
々

【
史
料
9
】
江
原
素
六
衆
議
院
議
員
(
立
憲
政
友
会
・
東
京
市
選
出
)
(
九
村
三
0
旦

府
器
合
ノ
事
ハ
未
ダ
政
府
調
査
ノ
内
容
モ
閉
カ
ス
、
本
会
二
於
テ
モ
冬
議
員
撰

挙
ノ
為
メ
各
地
二
出
張
等
三
ブ
未
ダ
調
査
会
ヲ
開
カ
ス
。
然
レ
ト
モ
、
両
三
日
内
二

ハ
調
査
会
ヲ
モ
開
キ
、
猶
政
府
ノ
内
容
モ
探
ク
ル
積
り
ナ
レ
ハ
、
知
レ
タ
ル
上
ハ
通

＼
、
ノ

知
ヲ
為
ス
へ
久
且
ツ
、
可
相
底
賀
ノ
利
益
二
尽
カ
ス
ヘ
シ
云
々
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貫
料
聖
櫻
井
駿
衆
議
院
議
員
(
立
憲
政
友
会
・
兵
庫
県
選
当
(
一
0
旦
旦徒フ
一
而
方
ノ

一
己
ト
シ
テ
ハ
府
旧
露
合
ハ
同
意
ナ
レ
ト
モ
今
之
力
小
廃
合
ヲ
為
ス
ハ
ー

騒
擾
ヲ
来
ス
ノ
ミ
三
ブ
不
得
策
ナ
リ
。
{
芋
口
今
少
シ
交
通
ノ
便
開
ケ
タ
ル
上
、
大
廃

合
ヲ
行
ヒ
、
道
庁
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
置
キ
、
郡
役
所
ヲ
廃
シ
テ
便
宜
ノ
地
二
支
庁
ヲ
置

キ
、
町
村
制
ヲ
改
正
シ
テ
町
村
ヲ
△
屏
シ
、
町
村
長
ハ
有
給
ノ
制
卜
為
シ
、
三
十
円

乃
至
四
十
円
ノ
月
俸
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
~
ス
レ
ハ
、
其
人
ヲ
得
ル
コ
ト
モ
難
カ
ラ
サ
ル

＼
、
ノ

ヘ
シ
(
郡
長
俸
給
四
十
五
万
円
郡
役
所
平
均
一
郡
役
所
八
千
円
府
県
費
七
百
万

円
云
々
)

是
レ
自
己
ノ
意
見
ナ
ル
カ
政
府
二
於
テ
ハ
府
県
ノ
廃
合
ハ
之
ヲ
断
行
シ
、
其
範
囲

シ

十
五
県
ヲ
廃

置
ス
ル
コ
ト
ニ
内
定
セ
シ
ヤ
ニ
聞
ク
。
然
レ
ト
モ
政
府
ノ
死
活
問
題
ト
ハ
為
ラ
サ
ル

ベ
シ
。
島
根
鳥
取
ノ
如
キ
ハ
廃
合
ノ
内
二
加
ハ
リ
居
ル
ヤ
否
不
明
ナ
リ
。
若
シ
之

ヲ
廃
合
ス
ル
コ
ト
＼
為
レ
ハ
、
昂
移
転
ノ
問
題
ハ
随
テ
起
ル
ヘ
シ
。
御
話
ノ
●
是

＼
、
ノ

ハ
委
細
承
知
セ
リ
云
々

冕
料
Ⅱ
】
山
口
宗
義
日
本
銀
行
理
事
(
一
 
0
月
一
旦

シ
メ
ン

政
府
側
二
於
テ
モ
府
器
合
案
ハ
必
提
出
ナ
ル
ヘ
キ
モ
必
ス
通
過
セ
ー
ト
ノ

ト
ノ
意
思
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
猶
久
保
田
ガ
文
部
大
臣
卜
為
り
シ
ニ
付
、
自
然
様
子
ヲ

探
ル
コ
ト
モ
出
来
得
ル
ナ
ラ
ン
ト
、
歓
二
托
シ
訪
問
セ
シ
モ
、
始
終
来
人
ア
リ
テ
遂

ニ
ロ
出
シ
出
来
ス
。
何
レ
時
機
ヲ
見
テ
探
リ
報
知
ス
ル
所
ア
ル
ヘ
シ
云
々
。
且
ツ
本

日
ノ
朝
日
新
聞
二
府
旧
虜
合
ノ
コ
ト
ニ
付
記
事
ア
リ
シ
ト
テ
、
該
新
聞
ヲ
贈
ラ
レ
タ

【
史
料
E
 
松
平
直
亮
伯
爵
(
一
0
月
三
旦

昨
日
松
方
伯
ヲ
訪
ヒ
尋
ネ
見
タ
ル
モ
府
罷
合
ノ
事
ハ
聞
居
ル
モ
何
府
県
ヲ
廃

合
ス
ル
ト
ノ
事
ハ
未
ダ
聞
カ
ス
。
問
合
セ
タ
ル
上
報
ス
ヘ
シ
ト
ノ
事
ナ
レ
ハ
、
知
レ

＼
、
ノ

次
第
報
知
ス
ヘ
ク
、
若
シ
不
利
益
ノ
事
ア
レ
ハ
頼
厶
積
り
ナ
リ
。
猶
西
園
寺
公
ヲ
モ

明
日
ハ
訪
フ
積
り
ナ
リ
云
々

貫
料
E
 
『
東
京
朝
日
新
聞
』
記
事
の
筆
写
(
一
 
0
月
一
日
付
、
同
日
夜
)

朝
日
新
聞
記
事

0
 
0
 
0

行
夢
釜
理
ノ
結
果
廃
合
セ
ラ
ル
~
府
県
ハ
十
ハ
ケ
所
ニ
シ
テ
、
内
埼
玉
県
ヲ
廃
シ

0
 
0

0
 
0

0
 
0

テ
東
京
府
二
合
併
シ
、
茨
城
県
ヲ
千
葉
二
、
山
形
県
ヲ
秋
田
県
二
、
滋
賀
県
ヲ
京
都

0
 
0

0
 
0

0

0

O
 
C

府
二
、
奈
良
県
ヲ
大
阪
府
二
、
香
川
県
ヲ
愛
置
二
、
山
口
県
ヲ
広
島
県
二
、
佐
賀

0
 
0

県
ヲ
長
崎
県
二
、
宮
崎
県
ヲ
鹿
児
島
県
一
△
口
併
ス
ル
コ
ト
丈
ハ
略
確
実
ナ
ル
モ
ノ
＼

0

0

如
シ
。
此
外
聖
県
ヲ
廃
ス
ル
コ
ト
モ
内
定
シ
居
レ
ト
、
之
ヲ
東
京
府
二
合
ス
ル
カ

0
 
0

一
、
一

静
岡
県
又
ハ
神
奈
川
県
二
合
ス
ル
カ
分
明
ナ
ラ
ス
。
又
岐
阜
県
ヲ
愛
知
旦
一
△
口
併
シ
、

0
 
0
 
0

0
 
0

大
分
県
ヲ
福
岡
県
若
ク
ハ
熊
本
県
二
、
和
歌
山
県
ヲ
両
分
シ
テ
其
一
部
ヲ
三
重
二
、

0

0

0
 
0

0
 
0

一
部
ヲ
大
阪
府
二
移
シ
、
福
井
、
石
川
、
富
山
ノ
三
県
ヲ
一
県
若
ク
ハ
ニ
県
二
減
シ
、

0
 
0

0
 
0

栃
木
、
群
馬
二
県
ヲ
何
レ
カ
一
方
二
合
併
ス
ヘ
シ
ト
ノ
説
ア
ル
モ
未
ダ
確
報
ス
ル

0

0

0
 
0

ヲ
得
ス
。
尚
、
山
陰
道
ノ
島
根
、
鳥
取
二
県
ハ
、
小
県
ナ
レ
ト
モ
交
通
不
便
ノ
為
メ

(
リ

其
儘
存
知
ス
ル
筈
ナ
リ
ト
(
圏
点
は
原
文
の
ま
ま
)

而
シ
テ
郡
役
所
ハ
之
ヲ
存

リ

【
史
料
H
】
松
平
子
爵
(
一
0
月
四
旦

清
浦
二
面
会
ノ
節
之
ヲ
問
ヒ
、
府
県
廃
合
ヲ
実
行
ス
ル
ト
ノ
事
ハ
聞
キ
タ
ル
モ

他
二
同
席
者
モ
有
之
何
府
県
ヲ
廃
合
ス
ル
ヤ
ハ
之
ヲ
聞
ク
コ
ト
ヲ
得
サ
リ
シ
。
其

イ
Y

他
内
務
省
地
方
局
在
勤
ノ
大
東
某
二
問
フ
タ
ル
、
廃
合
府
県
ノ
内
、
君
ノ
県
ノ
名
ハ
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無
カ
リ
シ
様
覚
ユ
ト
ノ
事
ナ
リ
シ
モ
、
此
人
ハ
新
タ
ニ
地
方
局
二
入
り
タ
ル
モ
ノ
ナ

レ
ハ
、
敢
テ
之
ヲ
信
シ
難
シ
。
此
件
ハ
次
ノ
議
会
ノ
問
題
卜
為
ル
コ
ト
無
キ
モ
将

来
必
ス
起
ル
ヘ
キ
問
題
ナ
レ
ハ
、
常
二
之
ヲ
心
二
留
メ
テ
図
ル
所
ア
ル
ヘ
シ
云
々
。

猶
地
方
ノ
諸
氏
三
且
敷
頼
ム

【
史
料
曹
松
平
直
亮
伯
爵
(
一
0
月
五
旦

松
江
、
米
子
ノ
戸
数
人
口
及
銀
行
、
会
社
、
物
産
等
ヲ
取
調
、
送
付
ス
ヘ
キ
棚

依
托
ア
リ
。
猶
松
方
始
メ
其
外
ノ
返
答
知
レ
次
第
通
知
ス
。
佐
藤
三
島
等
へ
宜
敷

ト
ノ
御
伝
言
ア
リ

こ
の
【
表
6
】
と
【
史
料
1
】
S
【
史
料
苫
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、
次
の
諸
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
福
岡
世
徳
市
長
が
訪
問
し
た
相
手
を
見
る
と
、
こ
れ
を
、
松
江
市
・
島
根
県

関
係
者
政
友
会
関
係
者
閣
僚
そ
の
他
(
未
詳
)
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
中
、
今
回
の
上
京
活
動
で
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
松
江
市
・
島
根
県
関

係
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
松
江
市
・
島
根
県
関
係
者
に
は
松
平
直
亮
伯
爵
な
ど
哩
潘
王
家

に
連
な
る
人
々
、
千
家
尊
福
男
爵
の
よ
う
に
出
雲
大
社
大
宮
司
で
あ
り
な
が
ら
、
元
老
院

議
官
か
ら
貴
族
院
議
員
文
部
省
普
通
学
務
局
長
を
経
て
埼
玉
・
静
岡
県
知
事
に
任
じ
、

一
八
九
八
年
以
来
東
京
府
知
事
の
職
に
あ
っ
て
内
務
省
の
地
方
行
政
事
情
に
明
る
い
者

園
山
勇
前
衆
議
院
議
員
の
よ
う
に
自
由
民
権
運
動
以
来
の
盟
友
で
あ
る
者
若
槻
礼
次
郎

(
大
蔵
書
記
{
晶
参
事
官
)
・
梅
謙
次
郎
帯
国
大
学
法
科
大
学
長
内
閣
晶
局
長
文

部
省
総
務
長
官
な
ど
を
経
て
法
政
大
学
総
理
)
の
よ
う
な
官
界
・
大
学
界
の
要
路
に
あ
る

者
山
口
宗
義
日
本
銀
行
理
事
の
よ
う
な
金
融
経
済
界
の
要
職
に
あ
る
者
な
ど
、
情
報

収
集
・
陳
情
に
は
極
め
て
好
都
合
な
人
々
が
お
り
(
こ
の
外
、
大
浦
兼
武
逓
信
大
臣
も

一
八
九
三
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
島
根
県
知
雫
あ
っ
た
)
、
ま
た
、
・
災
際
に
彼
ら
は
、

そ
の
立
場
と
人
脈
を
活
用
し
て
具
体
的
情
報
を
入
手
し
、
福
岡
世
徳
市
長
に
提
供
し
て
い

た
。
福
岡
世
徳
は
、
そ
の
多
く
か
ら
、
徐
す
る
よ
う
に
具
体
的
で
確
度
の
高
い
情
報
を

得
て
い
る
の
だ
が
、
『
在
京
日
記
』
の
張
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
福
岡
世

翁
)

徳
市
長
に
示
し
た
好
意
的
な
誓
は
注
目
に
値
す
る
。

そ
し
く
そ
の
中
で
、
松
平
直
亮
伯
爵
が
福
岡
世
徳
に
示
し
た
厚
遇
に
は
特
筆
す
べ

(
W
)

き
も
の
が
あ
っ
た
。
九
月
二
0
日
午
前
七
時
五
五
分
に
新
橋
に
到
着
し
た
福
岡
世
徳
市

(
Ⅱ
)

長
は
、
恐
ら
く
別
件
の
用
務
も
あ
っ
た
高
橋
慶
太
郎
を
直
ぐ
さ
ま
訪
ね
、
高
橋
義
比
助
役
、

在
京
の
子
息
福
岡
禄
太
郎
に
到
着
通
知
を
出
し
た
後
で
宿
所
に
入
り
、
そ
の
日
の
夕
方
、

第
一
の
訪
問
先
と
し
て
松
平
直
亮
伯
爵
を
訪
ね
て
「
上
京
ノ
事
件
ヲ
言
上
」
し
、
伯
爵
か

ら
「
夜
食
ノ
饗
ヲ
受
ケ
」
て
い
た
。
福
岡
世
徳
市
長
も
ま
た
、
伯
爵
と
の
特
別
な
関
係
に

加
え
、
翌
一
九
0
四
年
一
月
に
は
貴
族
院
議
員
と
な
る
よ
う
な
(
『
議
会
制
度
百
年
史

姦
院
・
参
議
院
議
員
名
鑑
』
)
、
そ
の
政
治
力
と
人
脈
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
上
京
活
動
か
ら
は
上
述
の
訪
問
者
か
ら
確
雫
き
る
福
岡
世
徳
市
長

の
多
様
な
「
人
脈
」
が
確
墾
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
者
自
身
が
、
福
岡

松
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
人
脈
」
を
利
用
し
て
情
報
収
集
に
努
め
て
い
た
こ
と
も
分

か
る
。
こ
の
点
で
重
要
な
の
は
、
前
述
の
松
平
直
亮
伯
爵
の
動
き
で
あ
る
。
上
京
初
日
の

タ
刻
、
福
岡
世
徳
市
長
の
要
請
を
う
け
た
松
平
直
亮
は
、
直
ぐ
さ
ま
行
動
を
起
こ
し
、
翌

日
は
自
ら
出
か
け
て
、
【
史
^
1
】
に
示
し
た
と
お
り
、
九
月
二
二
日
に
逓
^
大
臣
に
就

任
し
た
ぱ
か
り
の
大
浦
兼
武
(
元
島
根
県
知
事
)
、
松
方
正
釜
弐
松
浦
内
務
秘
皇
忌
貝
西

園
寺
公
望
と
連
絡
を
と
り
、
さ
ら
に
西
園
寺
公
望
の
添
書
を
得
て
桂
太
郎
総
理
大
臣
に
面

会
す
る
見
込
も
立
つ
状
況
を
作
り
出
し
た
。
実
際
、
福
岡
世
徳
市
長
は
、
二
九
日
に
再
訪

し
た
大
浦
兼
武
逓
信
大
臣
と
而
会
し
て
、
山
陰
地
方
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
に
関
す
る
政
府

の
積
極
的
対
応
、
行
整
理
を
張
t
る
と
い
う
政
府
の
断
乎
と
し
た
姿
勢
と
、
そ
の
一

環
と
し
て
の
府
旧
露
合
政
策
に
関
t
る
政
府
の
意
欲
が
揺
る
ぎ
な
い
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
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い
る
な
ど
、
現
職
閣
僚
か
ら
の
情
報
入
手
に
成
功
し
て
い
る
。
松
平
直
亮
は
ま
た
、
当
初

の
言
明
ど
お
り
松
方
正
義
と
面
会
し
、
府
旧
虜
合
案
の
薪
な
情
報
を
入
手
す
る
約
束
を

得
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
【
史
料
H
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
松
平
子
西
も
同
様
で
、
清

浦
奎
吾
司
法
大
臣
に
面
会
し
て
府
誘
合
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
確
か
め
さ
ら
に
主
担

当
部
局
で
あ
る
内
務
省
地
方
局
の
現
職
官
僚
に
島
根
県
が
含
ま
れ
る
か
否
か
を
確
認
し
、

そ
の
言
に
確
信
が
得
ら
れ
な
い
と
し
て
、
将
来
の
問
題
再
発
を
予
想
し
て
常
に
留
意
し
て

お
く
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
福
岡
世
徳
市
長
の
要
請
に
応
え
て
正
確
な
佶
報
を
収
集
・
伝

達
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
表
7
】
で
示
し
た
と
お
り
、
福
岡
世
徳
市
長
は
、
各
方
面
に
「
上
京
ノ
事
件
」
に
つ

い
て
依
頼
柏
談
を
行
い
、
【
史
料
1
】
 
S
 
【
史
料
些
の
よ
う
な
佶
報
を
得
て
い
た
が
、
『
在

京
日
記
』
の
記
述
に
ょ
る
限
り
で
は
、
情
報
提
供
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
の

は
千
家
尊
福
東
京
府
知
事
と
岸
清
一
の
み
で
あ
る
。
そ
の
千
家
尊
福
も
「
会
△
口
」
を
提
案

(
玲
)

し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
福
岡
世
徳
市
長
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
依
頼
相
手
か
ら

情
報
提
供
を
受
け
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
情
報
を
、
内
容
と
提
供
者
に
つ
い
て
整
理

し
た
も
の
が
【
表
8
】
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
加
え
て
考
察
嘉
け
れ
ぱ
、
さ
ら
に
次
の
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。

先
ず
、
福
岡
世
徳
市
長
が
在
京
活
動
で
入
手
し
た
情
報
は
山
廃
合
府
県
及
び
そ
の
中

で
の
島
根
県
の
処
置
に
関
す
る
も
の
②
帝
国
議
会
で
の
府
旧
露
合
法
案
の
成
立
見
通
し

に
関
す
る
も
の
③
府
器
△
晃
進
に
対
す
る
政
府
の
姿
勢
に
関
す
る
も
の
④
廃
合
後

の
繹
の
位
置
に
関
す
る
も
の
⑤
松
江
市
に
斧
を
存
置
す
る
た
め
の
運
動
方
法
の
教

示
、
⑥
島
根
県
の
利
益
・
松
江
市
の
号
存
続
の
た
め
の
工
作
の
約
東
⑦
福
岡
松
帰

松
後
も
情
報
収
集
活
動
を
継
続
す
る
と
い
う
約
束
、
⑧
府
県
制
の
枠
組
自
体
に
関
す
る
訪

問
相
手
の
意
見
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
内
容
か
ら
、
福
岡
松
市

長
が
何
に
重
点
を
置
い
て
厘
叺
」
し
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

^
^
」
^
」
1
J
^
^

桜
井
畷

、
^
.
^
^
、
^
L
^

元
川
粢

火
浦
飛
武

原
嵐
城

,
Ⅱ
二
姻
,
、
飢

9

山
Π
宗
熊

8

◎

松
平
子
折

7

◎

若
捌
礼
次
鄭

6

公
平
卜
村
子
口
内
所

-
0

◎0

0

3

◎

0

9
]

◎

0

0

0

1

00

0

0

0

0

0

②

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

②0

0

0

②

0

0

0③

典
注

3
 
-
0

【表8】福岡世徳市長の上京活動での入手情報

対応tる【史料,】番号

住)廃合府県(0)及びその中での島根県の処置(◎)に関tる清報の提供

②帝国議会での府県廃合法案の成立見通しに関する清報の提供

(3)府県廃合推進に対する政府の姿勢に関tる恬報の提供

④廃合後の県庁の位置に関する清報の提供

(5ヰ酎工市に県庁を存置するための運動方怯の教示

⑥島根県の利益中公i工市の県庁存続のための工作を約束

⑦福岡世徳帰松後も情報収集活動の継続を約東

⑧府県制枠組自体に関する意見の表明

⑨人脈を活かして収集した情報の提供

福岡世徳「明治三十六年九打在京日1遜(福岡世徳関係文書)により作成
数字は、当該情報の提供回数を示す。
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①
廃
合
府
県
及
び
そ
の
中
で
の
島
根
県
の
処
置
に
関
す
る
情
報

前
述
の
よ
う
に
、
『
山
陰
新
聞
』
が
府
県
廃
合
に
賛
成
し
て
お
り
、
か
つ
、
島
根
県
を

鳥
取
県
に
併
合
す
る
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
府
旧
虜
合
の

具
体
計
画
の
需
、
廃
合
計
画
中
に
島
根
県
は
含
ま
れ
る
の
か
否
か
の
確
隆
、
福
岡
世

徳
市
長
が
第
一
に
知
り
た
い
も
の
で
あ
っ
た
七
言
え
よ
う
。
福
岡
世
徳
は
七
人
か
ら
府
県

廃
合
計
画
一
般
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
、
そ
の
中
の
四
人
か
ら
は
島
根
県
に
関
す
る
情
報

を
得
て
い
た
が
、
中
で
も
【
史
料
5
】
の
梅
謙
炊
郎
が
も
た
ら
し
た
の
は
、
府
罷
合
の

具
体
的
計
画
を
担
当
す
る
内
務
省
地
方
局
の
吉
原
三
郎
局
長
に
直
接
尋
ね
て
の
も
の
で
、

な
お
含
み
は
あ
る
も
の
の
島
根
県
・
鳥
取
県
の
合
併
は
な
い
と
の
情
報
で
あ
っ
た
。

②
帝
国
議
会
で
の
府
髭
合
法
案
の
成
立
見
通
し
に
関
す
る
情
報

島
根
県
が
鳥
取
県
に
併
合
さ
れ
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
段
階
で
は
、
そ
の
真
偽
と
と
も

に
、
府
ヨ
誕
合
計
画
自
体
の
成
否
即
ち
、
法
律
案
の
議
会
通
過
の
可
能
性
が
重
要
に
な

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
【
史
料
2
】
の
若
槻
礼
次
郎
、
【
史
料
6
】
の
原
田
赳
城
、
【
史

料
Ⅱ
】
の
山
口
宗
義
の
よ
う
に
、
法
案
成
立
に
否
定
的
な
情
報
を
提
供
す
る
者
が
い
る
一

方
、
当
然
の
事
な
が
ら
【
史
料
7
】
の
大
浦
兼
武
逓
信
大
臣
の
よ
う
に
、
政
府
の
固
い
決

意
を
伝
え
る
者
も
あ
っ
た
。

③
府
髭
△
呈
進
に
対
す
る
政
府
の
姿
勢
に
関
t
る
佶
報

法
律
案
が
議
会
を
通
過
す
る
か
否
か
は
議
会
の
勢
力
分
布
・
意
見
分
布
に
ょ
る
が
、

法
案
成
立
に
か
け
る
政
府
の
姿
勢
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
政
府
の
揺
る
ぎ
な
い

音
苗
ミ
叩
る
大
浦
兼
武
を
除
く
と
、
【
史
料
3
 
の
若
槻
礼
次
郎
、
【
史
料
3
】
の
松
平
子

爵
、
【
史
料
Ⅱ
】
の
山
口
宗
義
は
そ
れ
ぞ
れ
に
政
府
の
姿
勢
の
あ
い
ま
い
さ
、
駆
け
引
き

の
具
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
た
。

④
廃
合
後
の
昂
の
位
置
に
関
す
る
情
報

島
根
県
が
廃
県
の
対
象
と
な
ら
ず
、
現
状
ど
お
り
単
独
の
県
と
し
て
存
続
す
る
場
人
口
は

問
題
は
な
い
が
、
廃
止
さ
れ
て
他
の
県
と
統
合
さ
れ
る
場
合
は
、
県
域
の
分
割
を
伴
う
か

否
か
、
ど
の
県
と
統
合
す
る
の
か
、
そ
の
統
合
は
島
根
県
を
主
体
と
し
て
他
の
県
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
併
合
す
る
の
か
、
他
の
県
に
島
根
県
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
併
合
さ
れ
る

の
か
、
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
島
根
県
が
廃
合
対
象
と
な
る
場
合
松

江
に
現
に
在
る
旧
斧
は
存
置
さ
れ
る
の
か
否
か
が
さ
ら
に
問
題
に
な
る
。
県
都
の
市
長
と

し
く
そ
の
振
興
策
を
模
索
し
て
い
る
福
岡
世
祭
最
も
関
心
を
も
ち
、
こ
の
上
京
活
動

の
眼
目
と
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
即
ち
、
斧
移
転
の
有
無
の
確
誓
、
鄭
移

転
の
回
避
で
あ
っ
た
。
【
史
料
2
】
の
若
槻
礼
次
郎
、
【
史
料
5
】
の
梅
謙
次
郎
、
【
史
料
7
】

の
原
田
赳
城
、
【
史
料
8
】
の
元
田
肇
【
史
料
W
】
の
櫻
井
駿
四
言
は
、
そ
の
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
中
で
も
元
田
肇
の
語
る
と
こ
ろ
は
、
島
根
県
・
鳥
取
県
の
△
屏
が
あ
れ
ば
県

庁
は
必
ず
米
子
に
置
か
れ
る
と
す
る
点
で
も
、
府
旧
露
合
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
号

移
転
は
有
発
手
段
と
す
る
点
で
も
、
福
岡
世
徳
市
長
に
と
つ
て
は
危
機
感
を
増
幅
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
【
史
料
巧
】
の
松
平
伯
爵
の
注
文
は
、
県
庁
所
在
地

を
松
江
・
米
子
の
い
ず
れ
に
す
る
か
検
討
さ
れ
る
と
い
う
事
荏
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、

政
侮
路
へ
の
工
作
の
た
め
に
両
市
の
状
況
を
承
知
し
て
お
き
た
い
と
い
う
意
図
か
ら
出

た
も
の
と
考
え
る
と
と
も
で
き
よ
う
。

⑤
松
江
市
に
喧
芹
を
存
置
す
る
た
め
の
運
動
方
法
の
教
示

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
【
轟
乙
の
若
槻
礼
次
郎
が
、
「
松
江
ノ
昂
ヲ
他
二
移

サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
防
く
」
た
め
の
運
動
方
需
を
教
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
福
岡
世
徳
市
長

の
上
京
活
動
の
ね
ら
い
の
核
心
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
【
史
料
7
】
の
大
浦
兼
武

が
、
旧
斧
所
在
地
と
な
る
こ
と
を
求
め
て
の
唾
怜
運
動
で
は
内
閣
は
動
か
せ
な
い
と
す
る

゛
)
、

中
で
、
若
槻
礼
次
郎
の
教
示
は
、
搦
め
手
か
ら
の
運
動
が
奏
功
す
る
と
い
う
と
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
福
岡
世
徳
自
身
は
旧
芹
所
在
都
市
か
ら
目
斧
が
無
く
な
る
と
い
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う
こ
と
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
廃
県
対
象
と
し
て
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
和
歌
山
市
の
市
議
会
議
長
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
が
参
老
と
な
る
。

即
ち
、
和
歌
山
市
の
場
合
、
、
分
割
さ
れ
て
大
阪
府
と
三
重
県
に
統
合
さ
れ
、
県
と
し
て

消
滅
す
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
上
月

二
七
日
付
の
「
廃
県
闇
題
協
議
会
の
概
況
(
承
前
)
」
が
報
じ
る
森
和
歌
山
市
議
会
議
長

の
同
協
議
会
席
上
で
の
挨
拶
が
、
樺
移
転
の
影
響
を
端
的
に
論
じ
て
い
る
(
玲
。
ヘ
ー
ジ

で
述
べ
た
廃
県
反
対
理
由
の
中
の
第
五
点
)
。

若
し
和
歌
山
昂
を
廃
止
せ
ぱ
、
知
事
初
め
官
吏
の
俸
給
・
庁
費
・
旅
費
等
国
庫
よ

り
当
地
方
に
送
来
る
も
の
六
七
万
円
又
旨
外
よ
り
地
方
庁
へ
来
往
す
る
人
の
滞

在
費
を
杜
絶
し
、
其
他
種
々
の
点
に
於
て
は
非
常
な
る
損
害
を
被
り
、
殊
に
市
は
忽

ち
姦
の
郷
と
変
t
べ
し
。
抑
士
地
の
筆
は
、
政
治
上
の
中
心
と
経
済
上
の
中
心

と
相
待
ち
て
之
れ
を
全
ふ
す
る
も
の
な
り
。
東
都
の
繁
栄
は
百
官
有
司
星
讐
集
t

る
が
故
な
り
。
若
し
他
に
都
を
遷
さ
る
》
こ
と
も
あ
ら
ば
、
復
た
今
日
の
光
景
を
保

つ
能
は
ざ
る
べ
し
。

こ
こ
に
、
日
湛
争
前
か
ら
松
江
市
の
人
口
が
減
少
し
、
米
子
・
{
女
来
に
後
れ
を
と
つ
て

い
る
と
い
う
危
機
意
識
か
ら
(
竹
永
三
男
一
九
九
四
年
b
)
、
県
都
松
江
市
の
市
長
と
し

て
そ
の
振
興
策
を
模
索
し
て
い
る
福
岡
世
徳
の
府
罷
合
計
画
に
対
す
る
最
大
の
関
心

が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

⑦
福
岡
世
徳
帰
松
後
も
情
報
収
集
活
動
を
継
続
す
る
と
い
う
約
束
(
⑥
は
「
情
報
」
な
し
)

そ
の
点
で
、
今
回
の
上
京
活
動
で
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
た
者
の
多
く
が
、
引
き
続
き

情
報
入
手
に
努
力
し
、
こ
れ
を
伝
達
す
る
と
と
も
に
、
【
史
料
9
】
の
江
原
素
六
の
よ
う

に
「
可
相
腎
根
県
ノ
利
益
二
尽
カ
ス
ヘ
シ
」
と
明
言
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
福
岡
世
徳

市
長
に
と
つ
て
は
上
京
活
動
の
成
果
を
確
信
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

⑧
府
県
制
の
枠
組
自
体
に
関
す
る
訪
問
相
手
の
意
見

な
お
、
【
史
料
2
】
の
若
槻
礼
次
郎
、
【
史
料
W
】
の
櫻
井
駿
が
、
福
岡
世
徳
市
長
の
意

図
を
籬
れ
て
、
政
府
の
府
旧
露
合
計
画
が
現
行
の
府
県
制
の
枠
組
み
の
中
で
策
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
自
体
に
批
判
的
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
、
若
槻
礼
次
郎
の
言
は
、
鼎

の
「
国
の
総
合
出
先
行
政
機
関
」
と
「
府
県
自
治
体
」
と
い
う
府
県
の
二
重
性
を
否
定
し
、

実
集
語
地
方
統
治
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
櫻
井
駿
の
主
張
は
、
戦
時
体
制
下
の
地

嘉
監
制
に
至
る
道
州
制
論
の
先
駆
町
村
制
・
郡
制
・
府
県
制
の
全
構
造
を
改
編
し
よ

(
W
)

う
と
す
る
需
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

福
岡
世
徳
市
長
は
一
 
0
月
三
日
、
千
家
尊
福
に
「
暇
乞
ヲ
為
シ
」
て
い
た
。
こ
こ
に

至
る
上
京
活
動
で
得
ら
れ
た
松
江
市
・
島
根
県
関
係
者
の
好
意
的
対
応
、
【
史
料
ど
の

-
 
0
1
 
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
記
事
に
示
さ
れ
る
島
根
廃
県
の
可
能
性
の
減
少
な
ど

が
、
上
京
活
動
打
ち
切
り
の
判
断
を
促
し
た
も
の
と
老
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま

、
)
、

た
、
三
河
に
か
け
て
急
速
に
展
開
す
る
廃
県
反
対
運
動
に
直
接
に
は
参
加
し
な
い
こ
と

に
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

第
一
次
桂
太
郎
内
閣
の
府
器
合
計
画
は
、
そ
れ
自
体
が
県
松
江
市
の
今
後
を
左
右

す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
第
十
九
議
会
の
冒
頭
解
散
に
ょ
っ
て
「
府
躍
置
法
律
案
」

は
成
立
し
な
か
っ
た
が
、
島
根
県
の
処
置
と
昂
の
位
置
如
何
を
需
し
、
県
都
と
し
て

の
松
江
市
の
位
置
を
確
保
し
よ
う
と
佶
報
収
集
・
依
頼
に
奔
走
し
た
福
岡
世
徳
市
長
の
上

京
活
動
は
都
市
と
し
て
の
地
盤
沈
下
に
悩
み
振
興
策
を
必
至
に
模
索
す
る
地
方
都
中

樺
所
在
都
市
の
市
長
と
し
て
の
危
機
意
識
に
突
き
動
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
上
京
活
動
で
示
さ
れ
た
福
岡
世
徳
市
長
の
人
脈
は
、
旧
藩
王
永
、
政
界
・
{
目
界
・

僻
界
・
学
界
の
要
路
に
在
る
松
江
市
出
身
者
や
自
由
民
権
運
動
か
ら
立
憲
政
友
会
の
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成
立
に
至
る
政
治
活
動
の
中
で
培
わ
れ
た
結
び
つ
き
を
も
つ
人
々
と
の
関
係
が
、
情
報
収

集
と
篭
怜
に
十
分
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
福
岡
世
徳
市
長

の
上
京
活
動
は
、
近
代
日
本
の
政
治
史
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
政
治
的
関
係
を
、
府
県

統
合
と
い
う
国
家
の
地
方
統
治
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
七
地
方
都
市
の
市
長
の
中
央
政

界
へ
の
将
活
動
の
方
法
の
両
面
か
ら
、
具
体
的
に
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
本
件
の
主
題
で
あ
る
府
罷
合
計
画
と
廃
合
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
誰
の
反
対

運
動
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
廃
藩
置
県
後
の
府
県
体
制
の
変
動
の
中
で
、
一
八
七
六
年
の
三

府
三
五
県
体
制
か
、
奈
良
県
・
鳥
取
県
な
ど
の
県
再
置
運
動
を
経
て
成
立
し
た
一
道
三

府
四
三
県
と
い
う
枠
組
み
が
、
単
に
上
か
ら
設
定
さ
れ
た
も
の
と
い
う
に
止
ま
ら
な
い
実

態
を
も
っ
て
定
着
し
始
め
て
い
る
と
と
も
示
し
て
い
た
。
旧
国
・
旧
藩
の
枠
組
み
に
ょ
る

反
「
廃
県
反
対
」
の
主
張
な
ど
、
縛
し
た
動
き
を
と
も
な
い
つ
つ
展
開
し
た
一
九
0
三

年
の
府
罷
合
計
画
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
政
治
・
行
政
と
於
と
の

関
係
を
老
え
る
素
材
と
し
て
も
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
注
〕

(
1
)
市
制
施
行
か
ら
敗
戦
ま
で
の
五
六
年
余
の
期
間
に
、
松
江
市
長
に
任
じ
た
の
は
、
福
鼎
徳
(
四
刈
)
、

高
橋
義
比
全
期
)
、
高
橋
節
雄
(
一
期
)
、
石
倉
俊
寛
(
四
期
)
の
僅
か
四
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、

同
じ
く
日
本
海
側
に
あ
っ
て
、
近
世
城
下
町
か
ら
樺
が
存
在
す
る
近
代
都
市
と
な
っ
た
金
沢
市

と
比
べ
て
み
れ
ば
、
同
期
問
に
金
沢
史
で
は
一
 
0
人
の
市
長
が
交
代
し
て
い
る
(
本
康
宏
史
「
序

章
地
方
都
市
『
金
沢
』
 
1
そ
の
輪
郭
と
史
的
分
析
の
視
角
1
」
橋
本
折
最
編
『
近
代
日
本
の
地

方
都
市
金
沢
/
城
下
町
か
ら
近
代
帯
合
日
本
僻
評
強
、
二
0
0
六
年
)
。
こ
の
こ
と
は

松
江
市
の
政
治
状
況
の
特
徴
(
政
治
的
安
崔
)
を
示
t
も
の
と
し
て
、
注
目
t
べ
き
点
で
あ
る
。

(
2
)
福
岡
世
徳
関
係
文
書
は
、
福
岡
世
徳
が
市
長
在
仟
中
と
そ
れ
以
後
、
常
時
携
帯
し
て
重
要
町
項
を

筆
記
し
た
穴
厶
務
手
帳
』
三
冊
、
傑
・
件
日
程
・
自
身
と
家
族
等
の
重
要
圭
免
し
た
『
備

漂
』
一
冊
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
に
ょ
る
府
琵
合
計
画
策
定
の
情
報
に
接
し
て
、
一
九
0
三

年
九
月
か
ら
一
 
0
月
に
行
っ
た
上
京
砺
を
詳
細
に
記
し
た
『
在
京
日
記
』
一
冊
の
ほ
か
、
近
世
・

近
代
の
文
書
群
か
ら
成
る
。
等
は
と
れ
ま
で
、
本
稿
末
尾
に
記
し
ミ
男
・
史
料
翻
刻
を
発
表
し
、

そ
の
奨
ハ
・
検
討
を
行
っ
た
。

(
3
)
明
治
三
十
六
年
十
一
月
五
日
「
内
務
大
臣
提
出
府
県
廃
置
法
律
案
」
(
『
明
治
川
六
年
公
文
雑
暴

内
務
省
三
止
巻
士
亘
国
立
公
文
書
館
所
蔵
)
。
ま
た
、
明
治
二
三
年
法
猪
三
十
五
号
「
府

県
制
」
は
、
そ
の
第
三
条
で
、
「
府
県
ノ
廃
置
分
合
又
ハ
境
界
変
更
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
法
律
ヲ
以
テ

之
ヲ
定
厶
」
と
規
定
し
て
い
る
。

(
4
)
「
府
髭
置
ノ
為
メ
改
正
ヲ
要
ス
ル
法
規
」
及
び
要
措
県
項
と
し
て
内
務
省
が
取
り
ま
と
め
た
も

の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
衆
議
艇
員
業
法
」
(
別
表
に
規
定
さ
れ
姦
挙
区
の
再
編
と
議
員
定
数
の
配
分
)

「
貴
族
院
令
」
(
多
額
納
税
議
員
の
定
数
と
撃
法
)

「
櫂
災
救
助
基
金
其
他
府
署
財
産
」
・
「
府
県
ノ
営
造
物
及
債
将
務
」
・
「
旧
府
県
二
於
ケ
ル
事
業

並
財
務
二
関
ス
ル
継
承
方
法
」
・
「
{
長
到
達
日
数
」

「
農
工
銀
荏
」
(
営
業
区
域
及
び
株
主
要
件
)

「
士
木
監
督
署
官
制
・
専
売
局
官
制
・
税
務
監
督
局
官
制
・
林
区
署
官
制
・
鉱
山
監
督
署
官
制
・
通

信
官
署
官
制
・
海
事
局
官
制
」
(
府
県
名
を
掲
げ
る
官
制
)

「
旧
府
県
ノ
吏
員
」
・
「
旧
府
県
ノ
聖
財
産
営
造
物
権
利
義
務
」
・
「
旧
府
県
ノ
法
規
」

(
『
明
治
川
六
年
公
文
延
桑
内
務
省
三
止
巻
↓
三
』
国
立
公
文
書
館
所
越
に
ょ
る
。

(
5
)
こ
の
「
府
髭
置
法
律
安
木
」
に
ょ
っ
て
で
き
る
一
道
庁
三
府
二
四
県
の
史
q
、
道
庁
府
県
名
と
県

庁
所
在
都
市
名
が
一
致
し
な
い
の
は
、
北
治
庁
の
外
は
、
神
奈
川
・
三
重
・
縄
の
三
県
で
あ
る
。

(
6
)
『
紀
仭
肌
旦
湖
L
 
一
九
0
三
年
Σ
月
一
八
日
付
は
、
旧
浮
所
在
地
を
ど
と
に
す
る
か
等
は
調
査

中
と
謡
し
て
い
る
(
【
表
5
】
系
)
。

(
7
)
製
璽
の
上
甑
哥
願
書
の
「
可
」
印
の
下
長
譜
記
さ
れ
た
文
言
(
『
明
治
川
六
年
公
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文
讐
内
務
省
三
止
巻
士
区
国
立
公
文
書
館
所
蔵
)
に
ょ
る
。

(
8
)
旧
藩
・
旧
国
が
、
近
代
に
あ
っ
て
も
独
自
の
地
諮
活
動
の
単
位
と
し
て
能
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
同
郷
会
の
織
化
、
同
郷
人
雑
剪
刊
行
を
分
析
し
た
中
で
芭
た
こ
と
が
あ
る
(
拙

稿
「
同
郷
会
の
成
立
1
一
八
八
O
S
一
八
九
0
年
代
に
お
け
る
同
郷
会
の
成
立
、
局
井
悌
三
郎
先

生
喜
寿
悪
棄
会
編
『
歴
史
学
と
考
古
学
』
真
陽
社
、
一
九
八
八
年
)
。

(
9
)
府
旧
虜
弁
画
の
策
定
と
こ
れ
に
対
す
る
反
対
器
が
展
開
し
て
い
た
一
九
0
三
年
の
政
帯
勢

に
つ
い
て
は
、
宇
野
俊
一
「
第
一
稔
内
閣
」
(
林
茂
・
拙
明
編
『
日
本
内
閣
史
録
1
』
第
一

法
規
出
版
一
九
八
一
年
)
姦
。

(
W
)
福
岡
世
徳
は
、
市
長
在
任
中
の
一
九
0
一
年
四
月
工
<
日
に
は
立
憲
政
友
会
本
部
か
ら
「
島
根
県

支
部
創
立
委
員
」
を
嘱
託
さ
れ
(
福
岡
世
徳
胤
文
書
)
、
市
長
退
袋
の
一
九
一
二
年
五
月
一
五

日
倫
選
挙
で
松
江
市
業
区
か
ら
衆
饒
議
員
に
選
出
さ
れ
て
、
立
憲
政
友
会
に
所
属
し
て
い

た
金
麥
制
度
百
賃
院
内
会
派
璽
欝
の
部
』
)
。

(
Ⅱ
)
一
 
0
月
一
日
に
山
口
宗
義
を
訪
ね
た
福
岡
世
徳
市
長
は
、
山
口
か
ら
「
府
罷
合
」
畢
を
荘

た
同
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
を
提
供
さ
れ
宿
に
持
ち
帰
っ
て
『
在
京
日
記
』
に
そ
の
記
事

を
書
き
写
し
て
い
た
。

(
松
)
福
岡
世
徳
市
長
が
こ
の
上
京
活
動
を
行
う
に
至
っ
た
直
接
の
契
機
に
つ
い
て
将
す
る
七
差
し

あ
た
り
、
①
新
閉
報
道
に
ょ
る
倩
報
入
手
(
県
)
、
鼎
京
の
島
根
県
・
松
江
市
楳
者
か
ら
の

佶
報
提
供
発
県
の
廃
県
反
鎚
動
従
轡
か
ら
の
情
報
提
供
の
三
つ
の
桜
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
中
、
鼎
京
の
松
江
市
・
島
根
県
関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供
と
い
う
点
に
つ
い
て
見
れ
ぱ
、

徐
す
る
よ
う
な
福
岡
世
徳
と
と
れ
ら
の
人
々
と
の
親
密
な
傑
か
ら
す
れ
ぱ
、
そ
の
可
佐
は

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
紀
県
の
廃
県
反
対
運
動
従
古
署
か
ら
の
情
報
枇
の
可
佐
に
つ
い
て
は
、

福
岡
世
幣
長
は
、
関
西
各
市
誕
会
へ
の
出
席
と
椴
、
そ
の
焚
本
を
利
用
し
た
西
日
本
各
市

へ
の
出
張
と
そ
こ
で
の
鉄
道
・
勧
業
誕
・
学
校
等
の
精
力
的
な
視
察
・
{
夫
地
研
究
な
ど
、
松
江

市
長
と
し
て
他
の
斧
所
在
都
市
市
長
等
と
の
人
的
つ
な
が
り
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に

祭
で
き
る
(
竹
永
三
男
一
九
九
四
年
b
姦
)
。

(
玲
)
こ
の
時
期
に
子
爵
で
あ
っ
た
島
根
県
関
係
者
は
次
の
三
名
で
あ
る
(
『
華
族
大
観
』
華
族
大
観
刊

行
会
、
一
九
丁
九
年
。
但
し
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
停
剣
版
一
九
九
0
年
に
ょ
る
)
。

松
平
穆
美
作
国
旧
鶴
田
藩
王
松
平
礁
の
子

松
舌
平
松
舌
亮
弟
出
街
旧
姦
潘
王
松
条
養
子
、
一
八
八
四
年
子
爵
、
一
八
九
七
年

七
月
か
ら
一
九
三
九
年
七
月
ま
で
貴
族
院
議
員
研
究
会
所
属
。

松
舌
敬
出
雲
国
旧
母
黒
潘
王
家
。
一
九
0
三
年
三
月
か
ら
一
九
三
年
七
月
ま
で
臣
最
院
議
員
。

こ
の
中
で
、
福
岡
^
^
が
^
京
^
^
で
^
つ
た
人
^
と
し
て
、
ま
た
、
^
岡
^
^
に
^
^
し
た

情
報
の
質
と
量
か
ら
判
断
し
一
＼
松
平
直
平
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。

(
H
)
福
岡
松
市
長
が
『
明
治
三
十
六
年
九
月
在
京
日
記
』
に
書
き
写
し
た
と
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』

、
畢
は
、
細
部
で
原
文
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
記
事
の
情
報
内
容
は
同
じ
で
、
正
確
に
書

き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
畢
は
、
「
東
京
張
(
九
月
三
十
日
発
)
」
と
し
て
、
「
廃
合

の
府
県
」
と
い
う
見
出
し
で
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
 
0
月
一
日
付
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
巧
)
一
倫
岡
世
徳
市
長
の
上
京
目
的
で
あ
る
、
島
根
県
の
処
遇
旧
斧
の
位
置
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供

は
も
と
よ
り
、
松
平
直
亮
伯
爵
や
梅
謙
次
郎
の
よ
う
に
食
事
を
馳
走
t
る
者
、
園
山
勇
の
よ
う
に

宿
泊
さ
せ
る
者
な
ど
、
単
な
る
上
京
・
躯
署
と
そ
の
相
手
方
と
い
う
に
止
ま
ら
な
い
親
密
な
信

頼
楳
が
見
て
取
れ
る
。

(
玲
)
子
希
岡
禄
太
郎
は
今
回
の
在
京
中
の
九
月
三
0
貝
福
岡
世
筏
「
上
海
行
」
(
東
亜
同
文
書

院
入
学
)
が
確
定
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
た
が
、
翌
一
 
0
月
一
日
、
福
岡
世
徳
は
「
松
平
伯
爵

邸
二
伺
候
シ
様
太
郎
二
付
テ
之
御
礼
ヲ
述
べ
」
て
い
た
。
福
岡
世
徳
と
松
平
直
亮
伯
爵
と
の
関

係
は
、
旧
君
臣
の
語
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
家
族
に
及
余
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
な
お
、
福
岡
世
徳
は
、
こ
の
後
、
市
長
在
任
中
の
一
九
0
六
年
二
月
、
七
日
松
江
市
出
発
、

二
五
日
帰
松
と
い
う
長
期
間
、
静
岡
県
沼
津
に
「
松
平
伯
爵
御
見
舞
」
に
行
っ
て
い
た
(
『
備
忘
録
』
)
。

介
)
九
円
三
0
日
に
訪
ね
た
元
田
肇
罷
話
の
中
で
、
「
高
趣
天
郎
弁
護
ノ
事
」
と
い
、
フ
記
祭
あ
る
。
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『
焚
=
制
度
百
蛋
院
内
会
派
璽
誘
の
部
』
は
、
高
橋
慶
太
郎
が
一
九
0
三
年
一
 
0
月
九
日
、

衆
議
院
議
員
「
選
挙
法
第
十
一
条
該
当
」
(
業
権
及
被
業
権
の
欠
格
要
件
を
規
{
正
)
で
退
職
と

記
し
て
い
る
。

(
玲
)
上
京
二
日
目
の
九
旦
三
貝
早
朝
か
ら
壬
永
尊
福
を
訪
ね
て
「
上
京
ノ
事
件
ヲ
祭
」
し
た
福

岡
世
徳
市
長
が
そ
の
報
告
を
松
平
直
亮
伯
爵
に
し
た
と
こ
ろ
、
松
平
直
亮
は
、
「
△
天
巳
ス
及
ヒ

間
敷
」
と
答
え
て
い
た
。
壬
永
尊
福
は
、
福
岡
世
徳
市
長
の
上
京
活
動
が
効
果
的
に
進
む
よ
う
に
、

島
根
県
関
係
者
の
「
会
合
を
提
案
し
た
と
も
雄
疋
で
き
る
張
で
あ
る
。

(
W
)
櫻
井
駿
は
、
立
憲
政
友
会
に
あ
っ
て
、
府
器
合
問
題
の
調
査
を
担
当
し
て
い
た
が
、
そ
の
翌

活
動
に
関
す
る
報
道
の
中
で
、
福
岡
世
徳
市
長
に
対
し
て
述
べ
た
内
容
と
同
様
の
主
張
を
展
開
し

て
い
る
。府

髭
合
と
政
友
会
府
恒
露
合
問
題
に
就
さ
政
友
会
は
栗
原
亮
一
、
櫻
井
駿
の
両
代

議
士
を
し
詞
査
せ
し
め
?
あ
る
が
、
其
語
る
所
を
聞
く
に
左
の
如
し

政
府
当
局
が
行
攻
財
整
理
上
の
結
果
と
し
て
府
罷
合
問
題
を
案
出
し
、
来
る
十
九
議

会
に
提
出
せ
ん
と
し
、
其
廃
合
す
べ
き
府
県
は
大
略
十
玉
県
位
な
る
べ
し
と
の
説
あ
れ
ど
も
、

今
日
之
を
実
行
せ
ん
と
す
る
は
大
早
計
た
る
を
免
れ
ず
。
試
に
財
整
理
上
よ
り
来
る
問
題

な
り
と
せ
ん
か
、
本
問
題
実
施
に
依
り
節
減
す
る
所
の
金
額
は
、
一
府
県
平
均
二
万
円
内
外

な
る
べ
し
と
云
ふ
も
、
仮
に
府
県
を
廃
合
す
れ
ぱ
、
出
張
所
様
の
も
の
を
設
け
ざ
れ
ぱ
行
政

機
関
の
円
満
な
る
は
供
出
難
く
、
従
て
当
局
者
所
算
の
三
十
万
円
内
外
の
金
額
は
或
は
恐

く
は
二
十
万
円
内
外
に
減
ず
る
や
も
計
り
難
し
。
尚
府
県
の
廃
合
に
ょ
り
減
額
す
べ
き
重
も

な
る
費
用
は
、
府
県
知
事
書
記
官
参
事
宜
警
部
長
の
俸
穆
に
過
ぎ
ざ
る
が
、
三
十

有
余
年
の
久
し
き
風
俗
習
慣
等
の
歴
史
的
県
お
関
係
よ
り
形
成
せ
る
府
県
組
織
を
打
破
改

造
し
て
、
僅
か
に
二
十
万
円
内
外
の
金
額
を
波
殺
せ
ん
よ
り
、
寧
ろ
郡
制
を
改
正
す
る
こ
そ

目
下
の
急
三
ら
ん
。
政
府
当
局
者
は
、
'
似
四
峰
介
は
、
郡
制
郭
中
よ
り
寧
ろ
地
方
の
苦

情
少
な
か
る
べ
し
と
の
音
見
を
持
t
る
も
の
多
き
様
な
れ
ど
も
、
政
党
出
身
者
に
あ
ら
ざ
る

一
弊
と
し
て
、
斯
の
如
く
下
層
の
事
情
に
疎
き
事
情
あ
る
は
免
る
べ
か
ら
ざ
る
結
果
な
ら
ん
。

併
し
百
尺
竿
頭
一
歩
を
進
め
て
、
政
府
案
に
贅
成
す
べ
し
と
せ
ば
、
交
通
機
関
の
略
ぼ
完
成

を
告
ぐ
る
の
後
、
更
に
大
廃
合
を
断
行
し
、
中
央
政
務
の
一
部
を
譜
八
道
に
分
割
し
、
東

海
道
庁
、
西
海
道
庁
と
云
ふ
如
き
も
の
を
謎
し
、
郡
制
を
廃
し
て
、
町
村
の
区
域
を
拡
張

t
る
を
以
て
勝
れ
り
と
す
。
要
す
る
に
、
当
期
誓
な
ど
に
提
出
す
べ
き
問
題
に
あ
ら
ず
云
々

(
『
紀
便
母
日
新
聞
』
一
九
0
三
年
一
 
0
旦
工
日
付
)

「
政
党
出
身
者
」
で
な
い
桂
太
郎
内
閣
は
、
下
層
の
得
に
疎
い
た
め
府
罷
合
に
対
t
る
反

対
は
郡
制
廃
止
よ
り
少
な
い
と
す
る
よ
う
な
見
込
み
違
い
を
し
て
い
る
こ
と
、
政
府
案
の
よ
う
な

小
規
模
な
府
旧
虜
合
で
な
く
、
一
父
通
梨
発
達
・
完
成
し
た
将
来
に
お
い
て
、
全
国
を
衡
と
八

道
庁
に
分
割
し
て
こ
れ
に
政
府
権
限
を
委
譲
す
る
と
と
も
に
、
郡
制
廃
止
、
町
村
合
併
を
行
う
と

い
う
慧
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
本
稿
の
三
で
論
じ
た
『
山
陰
新
聞
』
の
連
荘
説

「
二
政
の
整
ぎ
と
比
較
す
る
七
櫻
井
ら
の
所
襲
、
府
唄
虜
合
の
財
黙
即
減
効
果
を
重
視
せ
ず
、

「
希
制
」
に
つ
な
が
る
よ
1
諾
及
び
八
道
庁
制
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
は
異
な
る
も

の
の
郡
制
廃
止
町
村
△
僻
な
ど
共
通
す
る
点
も
見
ら
れ
る
。

〔
福
岡
世
徳
関
係
文
献
〕

竹
沓
男
・
法
文
学
部
近
現
代
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
(
一
)
」
「
同
(
二
)
」

「
同
今
三
『
山
陰
地
域
研
究
伝
統
文
化
』
第
六
号
第
七
号
、
第
一
 
0
号
、
一
九
九
0
午
九
一

年
、
九
四
年
3

福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
「
ネ
'
江
市
長
福
岡
世
徳
文
書
(
四
)
」
「
同
五
」
『
山
陰
研
究
』
第
一
号

第
二
号
二
0
0
八
年
、
二
0
0
九
年

竹
永
三
男
「
旅
を
t
る
市
長
1
1
江
市
長
、
福
岡
世
徳
の
旅
」
井
ケ
田
良
治
ほ
か
編
『
歴
史
の
道
・

再
発
見
』
第
五
巻
(
輩
文
化
か
ら
長
州
戦
争
ま
で
1
山
陽
・
山
陰
道
を
あ
る
く
1
)
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

へ
一
九
九
四
年
b
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松
尾
寿
・
田
中
義
昭
・
渡
邊
貞
幸

川
出
版
社
、
二
0
0
五
年

〔
付
記
〕

本
稿
脱
穫
、
浦
田
正
吉
氏
の
『
近
代
地
方
都
市
下
層
社
会
の
研
究
』
(
桂
書
房
、
一
九
九
四
圧
が
、

そ
の
「
第
三
章
自
治
体
と
し
て
の
富
山
県
の
成
立
」
の
「
第
二
節
明
治
三
十
六
年
の
府
罷
合
問

題
と
富
山
県
」
(
初
出
は
恐
邑
山
県
史
だ
よ
り
』
三
号
、
一
九
七
八
年
)
に
お
い
一
＼
富
山
県
に
お
け
る

廃
県
反
対
運
動
を
福
井
県
・
石
川
県
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
な
が
晶
じ
て
お
ら
れ
る
と
と
を
知
っ

た
。
浦
田
氏
は
、
憲
政
崟
兄
系
の
地
域
新
閉
『
一
畠
山
日
報
』
や
富
山
県
行
政
文
書
の
分
析
に
基
つ
い
一
＼

府
哩
虜
合
問
題
の
経
過
を
追
う
と
と
も
に
、
富
山
県
議
会
・
一
邑
山
市
雲
・
富
山
商
業
会
議
所
な
ど
富

山
局
の
反
対
運
動
を
治
水
・
士
木
・
勧
業
等
に
係
る
県
財
政
の
特
徴
と
の
関
連
で
分
析
t
る
な
ど
、

廃
県
反
対
運
動
を
富
山
県
の
実
情
に
即
し
て
内
衡
に
分
析
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
0
-
 
0
年
三
月
刊
行
の
『
山
口
畠
史
淋
近
代
2
』
は
、
「
山
口
県
非
廃
県
同
盟
△
=
」

の
「
存
県
趣
音
茎
白
」
や
『
馬
関
毎
日
新
閉
』
所
載
の
「
輩
県
の
終
淫
」
会
の
記
古
裂
収
録
し
て
お
り
、

重
松
正
史
氏
が
簡
潔
な
鴛
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。

な
お
本
稿
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二
0
0
九
年
度
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
エ

ク
ト
「
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
の
俳
・
翻
刻
・
研
究
と
『
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
1

史
料
と
研
究
』
(
仮
題
)
の
刊
行
」
(
課
題
番
号
0
八
9
二
。
研
究
代
表
者
・
竹
永
三
男
)
、
及
び
島
根

大
学
プ
ロ
、
ジ
エ
ク
ト
研
究
推
進
機
構
璽
牙
研
究
部
門
』
「
歴
史
・
文
化
資
源
を
活
か
し
た
『
地
域
ま
る

ご
と
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
』
化
実
践
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
ー
島
根
大
学
旧
南
大
谷
{
佰
舎
を
取
り
巻
く
『
ひ
と
・
ま
ち

な
り
わ
い
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
1
」
(
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
・
会
下
和
宏
)
の
成
果
の
一
部

(
た
け
な
が
み
つ
ぉ
島
根
大
学
法
文
学
製
授
)

で
あ
る
。

大
日
方
克
己
・
井
上
寛
司
・
竹
永
三
男
『
島
根
県
の
歴
史
』
山
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